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Note

アプリケーションポートフォリオの初期の大まかな検出と評価を実行することは、このプ
レイブックのタスクを完了するための前提条件です。このプロセスの完了の詳細について
は、AWS クラウド 「移行用アプリケーションポートフォリオ評価ガイド」を参照してくだ
さい。

大規模な移行では、ポートフォリオワークストリームは移行するアプリケーションの波を計画し、移
行ワークストリームはそれらの波の移行に焦点を当てます。ウェーブを計画する場合、ポートフォリ
オワークストリームはポートフォリオの評価、移行に必要なメタデータの収集、アプリケーションの
優先順位付け、ウェーブへのアプリケーションの割り当てを行います。ウェーブは、移行ワークスト
リームの容量に応じてサイズ設定およびスケジュールする必要があり、アプリケーションの複雑さ、
依存関係、予算、パフォーマンス目標、リソースの可用性、期限などのビジネス要因を考慮する必要
があります。コアワークストリームとサポートワークストリームの詳細については、「大規模移行用 
Foundation プレイブック」の「大規模移行のワークストリーム AWS 」を参照してください。

このプレイブックは、アプリケーション評価やウェーブプランニングなど、大規模な移行プロジェク
トの詳細なポートフォリオ評価を実行するためのstep-by-stepアプローチを提供します。ここでは、
大規模な移行、初期化、実装の両方のステージにまたがるポートフォリオワークストリームのタスク
について説明します。

• ステージ 1 で初期化し、最初のポートフォリオ検出と移行戦略を検証し、ポートフォリオ評価と
ウェーブプランニングに使用されるプロセスとルールを定義するランブックを作成します。ステー
ジ 1 の最後に、独自のポートフォリオ、プロセス、インフラストラクチャに合わせてカスタマイ
ズされたポートフォリオランブックと追跡ツールがあります。

• ステージ 2 では、ポートフォリオ評価とウェーブプランを完了するために、前のステージで作成
したランブックを使用します。

詳細なポートフォリオ評価とウェーブプランニングは 1 回限りのタスクではありません。これは、
移行をサポートする継続的なワークストリームです。移行ファクトリーでは、ポートフォリオ評価

1
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とウェーブプランニングによって、原材料 (サーバー) がファクトリーに提供されるため、移行プロ
ジェクトが完了するまでこれらのアクティビティを続行する必要があります。移行ファクトリーモデ
ルの詳細については、AWS 「大規模な移行用ガイド」を参照してください。

大規模な移行に関するガイダンス

300 台以上のサーバを移行することは「大規模な移行」と見なされます。大規模な移行プロジェク
トの人材、プロセス、テクノロジーの課題は通常、ほとんどの企業にとって新しいものです。この
ドキュメントは、 への大規模な移行に関する AWS 規範ガイダンスシリーズの一部です AWS クラウ
ド。このシリーズは、クラウドへの移行を合理化するために、最初から正しい戦略とベストプラク
ティスを適用するのに役立つように設計されています。

次の図は、このシリーズの他のドキュメントを示しています。最初に戦略を確認し、次にガイドを確
認し、プレイブックに進みます。シリーズ全体にアクセスするには、「 への大規模な移行 AWS ク
ラウド」を参照してください。

ランブック、ツール、テンプレートについて

このプレイブックでは、次のランブックを作成します。

• アプリケーションの優先順位付けランブック

• メタデータ管理ランブック

• Wave Planning ランブック

大規模な移行に関するガイダンス 2
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さらに、進行状況の追跡や決定やその他の重要な情報の文書化に使用する以下のツールを作成しま
す。

• アプリケーションの複雑さスコアシート

• アプリケーションターゲットの状態ワークシート

• ポートフォリオ評価の進行状況トラッカー

• アプリケーション所有者向けのアンケート

• ウェーブプランニングと移行ダッシュボード

ポートフォリオプレイブックテンプレートを使用し、ポートフォリオ、プロセス、環境に合わせて
カスタマイズすることをお勧めします。このプレイブックの手順では、これらの各テンプレートをい
つ、どのようにカスタマイズするかについて説明します。このプレイブックには、次のテンプレート
が含まれています。

• アプリケーションターゲット状態ワークシート – このテンプレートを使用して、アプリケーショ
ンまたは移行戦略が特に複雑な場合に、 AWS クラウド内のアプリケーションの将来の状態を定義
します。

• ウェーブプランニングと移行用のダッシュボードテンプレート – このテンプレートを使用して、
重要なメタデータの照合、アプリケーションポートフォリオの分析、依存関係の特定、移行ウェー
ブの計画を行います。

• ポートフォリオ評価の進捗状況追跡テンプレート – このテンプレートを使用して、ポートフォリ
オワークストリームを通じて各アプリケーションの進捗状況を追跡します。

• アプリケーション所有者向けのアンケートテンプレート – このテンプレートは、アプリケーショ
ン所有者から直接アプリケーションに関する情報を収集するために、アプリケーションのディープ
ダイブプロセスで使用します。

• アプリケーションの優先順位付けのためのランブックテンプレート – このテンプレートは、独自
のアプリケーションの優先順位付けと詳細なプロセスを構築するための出発点です。

• メタデータ管理用のランブックテンプレート – このテンプレートは、独自のメタデータ識別およ
び収集プロセスを構築するための出発点です。

• ウェーブプランニング用のランブックテンプレート  – このテンプレートは、独自のウェーブプラ
ンニングプロセスを構築するための出発点です。

• アプリケーションの複雑さのスコアシートテンプレート – このテンプレートを使用して、各アプ
リケーションをクラウドに移行する複雑さを評価し、その結果のスコアをアプリケーションの優先
順位付けプロセスで使用できます。

ランブック、ツール、テンプレートについて 3

samples/portfolio-playbook-templates.zip


AWS 規範ガイダンス AWS 大規模な移行のためのポートフォリオプレイブック

ステージ 1: 大規模な移行を初期化する
初期化段階では、実装段階で詳細なポートフォリオ評価とウェーブプランを完了するために使用する
ランブックを定義します。別のチームメンバーが大規模な移行プロジェクトでランブックの定義を担
当している場合は、ステージ 2: 大規模な移行の実装に進み、ランブックを使用してアプリケーショ
ンとサーバーのウェーブを移行します。この段階で行われた決定を文書化することで、実用的なラン
ブックを作成します。例えば、以下の質問について決定を下すと、ポートフォリオランブックに文書
化する標準手順につながります。

• 必要な移行メタデータとその収集方法

• アプリケーションに優先順位を付け、ディープダイブを実行するにはどうすればよいですか?

• ウェーブをどのように計画しますか?

ステージ 1 では、移行をサポートするためにランブックのアクティビティがステージ 2 で何度も繰
り返されるため、ルールの定義とランブックの構築に多くの時間を費やします。

ステージ 1 は、以下のタスクとステップで構成されます。

• タスク 1: 初期検出を実行し、移行戦略を検証する

• ステップ 1: 検出データを検証する

• ステップ 2: ビジネスと技術の推進要因を特定する

• ステップ 3: 移行戦略を検証する

• ステップ 4: 移行パターンを検証する

• タスク 2: メタデータを識別、収集、保存するためのプロセスを定義する

• ステップ 1: 必要なメタデータを定義する

• ステップ 2: メタデータストレージとコレクションプロセスを構築する

• ステップ 3: メタデータ要件と収集プロセスをランブックに記録する

• タスク 3: アプリケーションの優先順位付けプロセスを定義する

• ステップ 1: アプリケーションの優先順位付けプロセスを定義する

• ステップ 2: アプリケーションの優先順位付けルールを定義する

• ステップ 3: アプリケーションの優先順位付けプロセスを完了する

• タスク 4: アプリケーションのディープダイブプロセスを定義する

• ステップ 1: アプリケーションワークショッププロセスを定義する
4
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• ステップ 2: アプリケーションマッピングプロセスを定義する

• ステップ 3: (オプション) アプリケーションターゲットの状態を定義する

• ステップ 4: アプリケーションのディープダイブプロセスを完了する

• タスク 5: ウェーブプランニングプロセスの定義

• ステップ 1: 移動グループプロセスを定義する

• ステップ 2: ウェーブプランニングの選択基準を定義する

• ステップ 3: ウェーブプランニングプロセスを完了する

タスク 1: 初期検出を実行し、移行戦略を検証する

大規模な移行プロジェクトにおけるポートフォリオ評価の最初のステップは、現在の情報、ビジネス
と技術の推進要因、および既に行われている移行戦略の決定を理解することです。ポートフォリオ評
価の結果は、移行メタデータ、ウェーブプラン、移行戦略を移行ワークストリームに継続的にフィー
ドすることです。収集された情報に基づいてギャップを分析し、次のステップを決定します。分析と
タスクをすでに完了している場合は、このプレイブックの一部のセクションをスキップできます。こ
のタスクは、次のステップで構成されます。

• ステップ 1: 検出データを検証する

• ステップ 2: ビジネスと技術の推進要因を特定する

• ステップ 3: 移行戦略を検証する

• ステップ 4: 移行パターンを検証する

ステップ 1: 検出データを検証する

動員フェーズでは、最初のポートフォリオ評価を完了した可能性があります。完了している場合は、
その検出データを移行フェーズで再利用できます。そうでない場合は、心配しないでください。この
プレイブックでは、大規模な移行をサポートするために必要なものについて説明します。

大規模な移行には通常、大量のデータがあります。たとえば、以下があるとします。

• ソースサーバー、アプリケーション、データベースに関するメタデータ

• 設定管理データベース (CMDB) からの IT ポートフォリオに関する情報

• 現在の状態と依存関係をよりよく理解するのに役立つ検出ツールからのデータ

• ターゲット AWS リソースのメタデータ

タスク 1: 初期検出を実行し、移行戦略を検証する 5
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メタデータのタイプについて

以下は、大規模な移行をサポートするために必要な 3 つの主なメタデータタイプです。

• ソースポートフォリオメタデータ – ソースポートフォリオメタデータは、ソースサーバー、アプ
リケーション、データベースに関するメタデータです。メタデータは、既存の CMDB、検出ツー
ル、またはアプリケーション所有者から取得できます。このメタデータタイプの包括的なリストを
以下に示します。

• [Server name] (サーバー名)

• サーバー IP アドレス

• サーバーオペレーティングシステム (OS)

• サーバーストレージ、CPU、メモリ、および 1 秒あたりの入出力オペレーション (IOPS)

• アプリケーション名

• アプリ所有者

• Application-to-application依存関係

• ビジネスユニット

• Application-to-serverマッピング

• Application-to-databaseマッピング

• データベースのタイプとサイズ

• ストレージタイプとサイズ

• 依存関係メタデータ

• パフォーマンスと使用状況のデータ

• ターゲット環境メタデータ – これは、サーバーをターゲット環境に移行するのに役立つメタデー
タタイプです。ターゲット環境について決定する必要があります。このメタデータの一部は、検出
ツールから取得できます。このメタデータタイプの例を次に示します。

• ターゲットサブネット

• ターゲットセキュリティグループ

• ターゲットインスタンスタイプ

• Target AWS Identity and Access Management (IAM) ロール

• ターゲット IP アドレス

• ターゲット AWS アカウント ID

• ターゲット AWS リージョン

• ターゲット AWS サービス

ステップ 1: 検出データを検証する 6
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• ターゲットアプリケーションアーキテクチャ設計

• ウェーブプランニングメタデータ – ウェーブプランニングメタデータは、移行の管理に役立つメ
タデータタイプです。このメタデータタイプの例を次に示します。

• Wave ID

• ウェーブ開始時刻

• ウェーブカットオーバー時間

• ウェーブ所有者

• Wave からapplication/server/database/移動グループへのマッピング

検出データを検証する

決定を行う前に、現在の検出データを理解することが重要です。移行のこの段階では、すべての情報
がない可能性があります。このプレイブックは、メタデータ要件を定義し、メタデータを効率的に収
集するのに役立ちます。次の質問をして、現在利用可能なメタデータとその場所を特定します。

• Migration Evaluator などのツールを使用して移行評価を実施しましたか?

• Flexera One Cloud Migration や Modernization などの検出ツールを環境にデプロイしましたか?

• IT ポートフォリオに関するup-to-dateがある CMDB はありますか?

• 動員フェーズで最初のポートフォリオ評価を完了しましたか?

• 初期ウェーブ計画を完了しましたか?

• 最初のターゲット環境設計を完了しましたか?

• 各メタデータタイプのソースは何ですか?

• すべてのメタデータにアクセスできますか?

• すべてのメタデータにアクセスするにはどうすればよいですか?

• メタデータにアクセスするプロセスを文書化していますか?

ステップ 2: ビジネスと技術の推進要因を特定する

ビジネスとテクノロジーの推進要因は、各アプリケーションの高レベルの移行戦略とパターンを考慮
する際に重要です。移行に固有のドライバーを理解する必要があります。移行戦略を検証し、アプリ
ケーションマッピングルールを定義するときは、これらのビジネスドライバーと技術ドライバーを使
用します。

ステップ 2: ビジネスと技術の推進要因を特定する 7
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一般的なビジネスドライバー

ビジネスドライバーは、契約の有効期限切れ、急速な成長、予算など、大規模な移行を計画する際に
考慮すべきビジネス目標や制限に関連する要因です。一般的なビジネス推進要因は次のとおりです。

• データセンターの終了 – できるだけ早くクラウドに移行する必要があります。たとえば、データ
センター契約の有効期限が近づいています。

• 運用コストとリスクの削減 – オンプレミス環境の運用に関連するコストやリスクを軽減したいと
考えています。

• 柔軟性 – ビジネスの未来の変化に備えるために、戦略的方向性としてクラウドに移行する必要が
あります。

• ビジネスの成長 – 開発とイノベーションを迅速に加速したり、急速な成長に対応したりできる必
要があります。

• データをインテリジェントに使用する – 企業の成長を予測し、顧客の行動に関するインサイトを
提供できるクラウドベースの人工知能、機械学習、モノのインターネット (IoT) を活用したいと考
えています。

• セキュリティとコンプライアンスの向上 – クラウド AWS インフラストラクチャに既に組み込まれ
ているコンプライアンスプログラムを活用するか、データに対する脅威の可能性を警告できるソフ
トウェアベースのセキュリティツールを活用する必要があります。

• リソースの可用性 – リソースが限られているか、内部経験が限られていると、変更せずにアプリ
ケーションを移動する戦略を選択する可能性があります。

一般的なテクニカルドライバー

技術的な要因は、現在のアーキテクチャなど、大規模な移行を計画する際に考慮すべき技術的な目標
や制限に関連する要因です。一般的な技術推進要因は次のとおりです。

• ハードウェアまたはソフトウェアのend-of-support – ハードウェアまたはソフトウェアはライフサ
イクルの終了に近づいており、ベンダーがサポートしなくなったため、更新する必要があります。

• テクノロジー統合 – グローバルインフラストラクチャにアクセスでき、アプリケーションの迅速
かつ戦略的スケーリングが可能になります。グローバルサービスとインフラストラクチャを活用し
て、迅速にグローバル化できます。

• ストレージとコンピューティングの制限  – データセンターにはより多くのストレージやサーバー
用の容量がないため、拡張する別の場所を見つける必要があります。

• スケーラビリティと回復性の要件  – アプリケーションでは過去にダウンタイムが発生しており、
クラウドを使用して目標復旧時点 (RPO) と目標復旧時間 (RTO) を改善したいと考えています。

ステップ 2: ビジネスと技術の推進要因を特定する 8
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• アプリケーションアーキテクチャのモダナイズ  – クラウドを活用し、アプリケーションをクラウ
ドネイティブに変更したいと考えています。

• パフォーマンスの向上  – ピーク時にはアプリケーションのパフォーマンスが低下します。需要に
合わせて自動的にスケールアップ/ダウンしたいと考えています。

ランブックを更新する

1. ポートフォリオプレイブックテンプレートで、アプリケーションの優先順位付け用のランブック
テンプレートを開きます (Microsoft Word 形式）。

2. ビジネスおよび技術ドライバーセクションで、大規模な移行プロジェクトで特定したドライバー
を記録します。

3. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

ステップ 3: 移行戦略を検証する

大規模な移行には、移行戦略の選択が不可欠です。選択した移行戦略が組織の期待、制限、要件を満
たしていることを確認する必要があります。利用可能な移行戦略の詳細については、AWS 「大規模
な移行用ガイド」を参照してください。

モビライズフェーズまたは初期ポートフォリオ評価中に移行戦略を選択した可能性があります。この
ステップでは、ビジネスドライバーと技術ドライバーを使用して、ポートフォリオの移行戦略を選択
して検証します。

ポートフォリオの評価を継続し、移行を開始すると、移行戦略が変わる可能性があります。この段階
では、各移行戦略に対するポートフォリオの一般的な分布を理解することが目標です。移行戦略の選
択は次のステップで重要であり、詳細な移行パターンを検証します。

移行戦略を選択して検証する

ポートフォリオを評価し、次のように移行戦略を選択します。

1. 前のステップで特定したすべての技術的およびビジネス上の推進要因を確認し、ビジネスニーズ
に基づいて推進要因に優先順位を付けます。

2. 各ビジネスドライバーと技術ドライバーを移行戦略にマッピングします。次の表は例です。

ステップ 3: 移行戦略を検証する 9
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優先度 ビジネスドライバーまたはテ
クニカルドライバー

移行戦略

1 指定された日付までにデータ
センターを終了する

できるだけ多くのアプリケー
ションをリホストし、リホス
トが不可能な場合にのみリプ
ラットフォームとリファクタ
リングを行います。

2 運用コストとリスクを軽減す
る

移行を高速化するには、でき
るだけ多くのアプリケーショ
ンをリホストします。

3 ハードウェアまたはソフト
ウェアのend-of-support

サポートされているアプリ
ケーションをリホストし、ク
ラウド内の新しいハードウェ
アやソフトウェアではサポー
トされていないアプリケー 
ションをリプラットフォーム
します。

4 リソースの可用性 ( AWS Managed Services 
AMS) にリホストして、運用
オーバーヘッドを削減しま
す。

3. 各ビジネスドライバーと技術ドライバーを比較し、ポートフォリオを大まかに評価することで、
各移行戦略間でアプリケーションを分散させる方法を推定します。ドライバー間で競合が発生す
るのが一般的です。プロジェクトの関係者は協力して、競合を解決するための最終決定を行う必
要があります。以下は、ポートフォリオを各移行戦略に分散する方法の例です。

• リホスト – 60%

• リプラットフォーム – 15%

• リタイア – 10%

• 保持 – 5%

• 再購入 – 5%

• リファクタリング – 5%

ステップ 3: 移行戦略を検証する 10
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ポートフォリオに高レベルの移行戦略を選択するまで、移行を続行しないでください。

ランブックを更新する

1. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

2. 「移行戦略」セクションに、アプリケーションのワークロードを 7 つの移行戦略に分散する方法
を記録します。例えば、次のようになります。

• リホスト – 60%

• リプラットフォーム – 15%

• リタイア – 10%

• 保持 – 5%

• 再購入 – 5%

• リファクタリング – 5%

3. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

ステップ 4: 移行パターンを検証する

移行パターンについて

移行パターンは、移行戦略、移行先、および使用される移行アプリケーションまたはサービスの詳細
を示す反復可能な移行タスクです。例として、 を使用した Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon 
EC2) へのリホスト AWS Transform MGNがあります。以下の AWS サービスとソリューションは、
一般的な移行パターンで頻繁に参照されます。

• AWS App2Container

• AWS Transform MGN (AWS MGN)

• AWS CloudFormation

• AWS Database Migration Service (AWS DMS)

• AWS DataSync

• Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2)

• Amazon Elastic Container Service (Amazon ECS)

• Amazon Elastic File System (Amazon EFS)

• AWS クラウド移行ファクトリーソリューション

• Amazon Relational Database Service (Amazon RDS)

ステップ 4: 移行パターンを検証する 11
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• AWS Schema Conversion Tool (AWS SCT)

• AWS Transfer Family

移行戦略の選択と同様に、移行パターンは以前の段階で既に特定されている可能性があります。ただ
し、それらを検証し、パターンが定義および文書化されていることを確認する必要があります。次の
表に、一般的な移行戦略とパターンを示します。

ID 方針 パターン

1 リホスト MGN または Cloud Migration 
Factory を使用して Amazon 
EC2 にリホストする

2 リプラットフォーム AWS DMS と を使用して 
Amazon RDS にリプラット
フォームする AWS SCT

3 リプラットフォーム を使用した Amazon EC2 
へのリプラットフォーム 
CloudFormation

Note

CloudFormation テ
ンプレートは、 に新
しいインフラストラ
クチャを構築します 
AWS クラウド。

4 リプラットフォーム AWS DataSync または を使用
して Amazon EFS にリプラッ
トフォームする AWS Transfer 
Family

5 リプラットフォーム AWS App2Container を使用し
て Amazon ECS にリプラット
フォームする

ステップ 4: 移行パターンを検証する 12
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ID 方針 パターン

6 リプラットフォーム エミュレータを使用してメイ
ンフレームまたはミッドレン
ジサーバーを Amazon EC2 に
リプラットフォームする

7 リプラットフォーム Amazon EC2 での Windows 
から Linux へのリプラット
フォーム

8 リタイア アプリケーションを廃止しま
す。

9 保持する オンプレミスで保持する

10 再購入 SaaS の再購入とアップグ 
レード

11 リファクタリングまたはリ
アーキテクト

アプリケーションを再設計す
る

ランブックを更新する

この時点で、ポートフォリオレベルでパターンを定義します。このプレイブックの後半では、各アプ
リケーションを対応する移行パターンにマッピングします。

1. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

2. 「移行パターン」セクションで、特定および検証した移行パターンを記録します。各パターンに
一意の ID を割り当て、そのパターンの移行戦略を書き留めます。

3. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

移行パターンは、進行するにつれて変更される可能性があることに注意してください。移行戦略とパ
ターンは、後で新しい情報を見つけたり、ワークロードの範囲を変更したり、新しい AWS サービス
を使用することを決定したりできます。

ステップ 4: 移行パターンを検証する 13
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タスク終了条件

高レベルのポートフォリオの観点から移行戦略とパターンをまだ特定していない場合は、次のタスク
に進む前に技術チームと協力して定義することを強くお勧めします。ポートフォリオの評価とウェー
ブプランニングは、移行戦略とパターンの理解に依存します。続行する前に、移行パターンの包括的
なリストを用意する必要はありません。新しいパターンを追加したり、戦略を調整したりできます。

次のタスクを完了したら、次のタスクに進みます。

• 最新の検出データにアクセスして理解できます。

• 移行のビジネスおよび技術的な推進要因を特定しました。

• ビジネスと技術の推進要因に基づいて、移行戦略を選択し、検証しました。

• 移行パターンを選択して検証しました。

• アプリケーションの優先順位付けランブックに以下を文書化しました。

• ビジネスと技術の推進要因

• 移行戦略

• 移行パターン

タスク 2: メタデータを識別、収集、保存するためのプロセスを定
義する

前のタスクでは、最初の検出データ、移行戦略、大規模な移行の移行パターンを検証しました。この
タスクでは、必要なメタデータを特定し、どのように収集するかを決定します。このタスクは、次の
ステップで構成されます。

• ステップ 1: 必要なメタデータを定義する

• ステップ 2: メタデータストレージとコレクションプロセスを構築する

• ステップ 3: メタデータ要件と収集プロセスをランブックに記録する

このセクションのステップを完了したら、メタデータの観点から移行サイクル全体を考慮してくだ
さい。ポートフォリオ評価、ウェーブプランニング、移行、テスト、カットオーバー後のアクティビ
ティを検討し、考えられるすべてのユースケースと関連するユースケースを分析します。完全な移行
プロセスを完了するために必要な情報について考えると、そのパターンのすべてのメタデータを識別
するのに役立ちます。

タスク終了条件 14



AWS 規範ガイダンス AWS 大規模な移行のためのポートフォリオプレイブック

ステップ 1: 必要なメタデータを定義する

必要なメタデータ属性を決定する前に、移行パターンを理解する必要があります。たとえば、サー
バーを Amazon EC2 に移行したり、データベースを Amazon RDS に移行したりするには、異なる
メタデータが必要です。ほとんどのパターンは、多くの小さなタスクで構成されています。移行パ
ターンを実行するには、必要なメタデータ属性を確認してから、そのアプリケーションのメタデータ
を収集する必要があります。実装段階で移行を効率的かつ遅滞なく実行できるように、初期化段階で
必要なメタデータを決定して収集する必要があります。

メタデータ属性を定義する人またはチームは、移行パターンの実行に必要なステップとタスクを定義
することから始めます。タスクは必要なメタデータを決定するため、各タスクを実行すると、必要な
メタデータの包括的なコレクションが構築されます。通常、必要なメタデータを決定する担当者は、
移行パターンを完了する方法を包括的に理解する必要があります。移行ランブックの作成者との調整
が必要になる場合があります。詳細については、AWS 「大規模な移行の移行プレイブック」を参照
してください。

大規模な移行中、メタデータに依存するすべてのワークストリームにまたがる多くのプロセスがあり
ます。タイムリーで正確なメタデータを持つことは、大規模な移行の成功に幅広く大きな影響を与え
ます。

このステップでは、パターンまたはタスクを定義し、その定義を使用して必要なメタデータを識別し
ます。

移行パターンとサポートタスクの主要なコンポーネントを特定する

このステップでは、移行パターンまたはサポートタスクごとに、アクション、ソースオブジェクト、
ターゲットオブジェクト、使用するツールなどの主要なコンポーネントを定義します。次に、回答に
基づいてパターンまたはタスクに名前を付けます。

サポートタスクには、ウェーブプランニング、アプリケーションの優先順位付け、依存関係分析、ガ
バナンス、ディザスタリカバリ、パフォーマンステスト、ユーザー受け入れテストなど、ポートフォ
リオと移行ワークストリームが移行中に実行する必要がある運用アクティビティが含まれます。これ
らのタスクをサポートするにはメタデータが必要なため、移行パターンとサポートタスクの両方に対
してこれらのステップを実行します。

1. アクション – 移行戦略またはサポートタスクを特定します。1 つのアクションには、他のアク
ションが関連付けられている可能性があることに注意してください。たとえば、移行のオペレー
ションを定義できます。アクションの例は次のとおりです。

• リホスト、リプラットフォーム、再配置などの移行戦略

ステップ 1: 必要なメタデータを定義する 15
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• ウェーブプランニング

• アプリケーションの優先順位付けと依存関係の分析

• 運用

• ガバナンス

• ディザスタリカバリ

• パフォーマンステストやユーザー受け入れテスト (UAT) などのテスト

2. ソースオブジェクト – アクションが実行されるソースオブジェクトを識別します。ソースオブ
ジェクトの例は次のとおりです。

• ウェーブ

• サーバー

• データベース

• ファイル共有

• アプリケーション

3. ツール – アクションを実行するために使用されるサービスまたはツールを特定します。複数の
ツールまたはサービスを使用できます。ツールの例は次のとおりです。

• AWS Transform MGN

• AWS DataSync

• AWS Database Migration Service (AWS DMS)

• AWS Backup

• パフォーマンスモニタリングツール

4. ターゲットオブジェクト – アクションの完了時にソースが存在するターゲットオブジェクト、
サービス、または場所を特定します。オブジェクト、サービス、または場所の例は次のとおりで
す。

• Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2)

• Amazon Relational Database Service (Amazon RDS)

• Amazon Elastic File System (Amazon EFS)

• Amazon Elastic Container Service (Amazon ECS)

• ウェーブプラン

5. パターン名 – 次のように前のステップに対する回答を結合します。

<tool> を使用した <action> <source object> on/to <target object>ステップ 1: 必要なメタデータを定義する 16
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次に例を示します。

• MGN または Cloud Migration Factory (ツール) を使用して Amazon EC2 (ターゲットオブジェ
クト) にウェーブ、アプリケーション、またはサーバー (ソースオブジェクト) をリホスト (アク
ション) する

• DataSync (ツール) を使用して Amazon EFS (ターゲットオブジェクト) にファイル共有 (アク
ション) をリプラットフォームする

• (ツール) を使用して (アクション) データベース (ソースオブジェクト) を Amazon RDS (ター
ゲットオブジェクト) にリプラットフォーム AWS DMS する

• Amazon CloudWatch (ツール) を使用した Amazon EC2 (ターゲットオブジェクト) 上のアプリ
ケーション (ソースオブジェクト) のパフォーマンスモニタリング (アクション)

• 移行後に (ツール) を使用して AWS Backup Amazon EC2 (ターゲットオブジェクト) で (アク
ション) サーバー (ソースオブジェクト) をバックアップする

• ウェーブプランを作成するためのウェーブプランニング (アクション) ウェーブ、アプリケー
ション、またはサーバー (ソースオブジェクト) (ターゲットオブジェクト)

以下は、移行パターンテーブルから MGN または Cloud Migration Factory を使用してパターン 1: 
Amazon EC2 へのリホストを記録する方法の例です。

Pattern ID 1

Pattern name MGN または Cloud Migration Factory を使用し
て Amazon EC2 にリホストする

Action リホスト移行

Source object ウェーブ、アプリケーション、またはサーバー

Tools MGN または Cloud Migration Factory

Target object Amazon EC2

各パターンまたはタスクに必要なメタデータを決定する

パターンまたはタスクを定義したら、ソースオブジェクト、ターゲットオブジェクト、ツール、その
他のビジネス情報に必要なメタデータを決定します。このプロセスを説明するために、このプレイ
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ブックでは、例として移行パターンテーブルから MGN または Cloud Migration Factory を使用して
パターン 1: Amazon EC2 にリホストします。一部のパターンやタスクでは、一部のステップが適用
されない場合があります。

1. ターゲットオブジェクトを分析する – ターゲットオブジェクトから逆算して、オブジェクトを手
動で作成し、それをサポートするのに必要なメタデータを特定します。次の表に示すように、メ
タデータをキャプチャします。

たとえば、EC2 インスタンスを作成するときは、インスタンスタイプ、ストレージタイプ、ス
トレージサイズ、サブネット、セキュリティグループ、タグを選択する必要があります。次の表
に、ターゲットオブジェクトが EC2 インスタンスの場合に必要なメタデータ属性の例を示しま
す。

属性名 オブジェクトの種類 説明または目的

target_subnet ターゲット EC2 インスタン
ス

ターゲット EC2 インスタン
スのサブネット

target_subnet_test ターゲット EC2 インスタン
ス

ターゲット EC2 インスタン
スのテストサブネット

target_security_gr 
oup

ターゲット EC2 インスタン
ス

ターゲット EC2 インスタン
スのセキュリティグループ

target_security_gr 
oup_test

ターゲット EC2 インスタン
ス

ターゲット EC2 インスタン
スのセキュリティグループを 
テストする

IAM_role ターゲット EC2 インスタン
ス

AWS Identity and Access 
Management ターゲット 
EC2 インスタンスの (IAM) 
ロール

instance_type ターゲット EC2 インスタン
ス

ターゲット EC2 インスタン
スのインスタンスタイプ
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属性名 オブジェクトの種類 説明または目的

AWS_account_ID ターゲット EC2 インスタン
ス

AWS ターゲット EC2 インス
タンスをホストする アカウン
ト

AWS_Region ターゲット EC2 インスタン
ス

AWS ターゲット EC2 インス
タンスをホストするリージョ
ン

2. ツールを分析する – ツールを使用してターゲットオブジェクトを作成し、違いをチェックしま
す。次の表に示すように、ツール固有のメタデータをキャプチャし、移行ツールでサポートされ
ていない場合は前のテーブルから属性を削除します。たとえば、リホスト移行ツールはlike-for-
likeしているため、MGN の OS タイプとストレージサイズをカスタマイズすることはできませ
ん。したがって、これらの属性が前の表に含まれている場合は、ターゲット OS とターゲット
ディスクサイズを削除します。前の例の表では、すべての属性がツールでサポートされているた
め、アクションは必要ありません。

次の表に、ツールに必要なメタデータの例を示します。

属性名 オブジェクトの種類 説明または目的

AWS_account_ID ツール (MGN) AWS の アカウント ID AWS 
Transform MGN

AWS_Region ツール (MGN) AWS MGN のリージョン

replication_server 
_subnet

ツール (MGN) MGN レプリケーションサー
バーのサブネット

replication_server 
_security_group

ツール (MGN) MGN レプリケーションサー
バーのセキュリティグループ

3. ソースオブジェクトを分析する – 次のようにアクションを評価して、ソースオブジェクトに必要
なメタデータを決定します。

• サーバーを移行するには、サーバーに接続するために、ソースサーバー名と完全修飾ドメイン
名 (FQDN) を知る必要があります。
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• サーバーとともにアプリケーションを移行するには、アプリケーション名、アプリケーション
環境、およびapplication-to-server間のマッピングを知る必要があります。

• ポートフォリオ評価の実行、アプリケーションの優先順位付け、または移動グループの定義を
行うには、application-to-server間のマッピング、application-to-databaseマッピング、および
application-to-application依存関係を把握しておく必要があります。

• ウェーブを管理するには、ウェーブ ID とウェーブの開始時刻と終了時刻を知る必要がありま
す。

次の表に、ソースオブジェクトに必要なメタデータの例を示します。

属性名 オブジェクトの種類 説明または目的

wave_ID ソースウェーブ ウェーブの ID (ウェーブ 10 
など)

wave_start_date ソースウェーブ ウェーブの開始日

wave_cutover_date ソースウェーブ ウェーブのカットオーバー日

wave_owner ソースウェーブ ウェーブの所有者

app_name ソースアプリケーション ソースアプリケーション名

app_to_server_mapp 
ing

ソースアプリケーション Application-to-server関係

app_to_DB_mapping ソースアプリケーション Application-to-database関係

app_to_app_depende 
ncies

ソースアプリケーション アプリケーションの外部依存
関係

server_name ソースサーバー ソースサーバー名

server_FQDN ソースサーバー ソースサーバーの完全修飾ド
メイン名
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属性名 オブジェクトの種類 説明または目的

server_OS_family ソースサーバー ソースサーバーのオペレー
ティングシステム (OS) ファ
ミリー (Windows や Linux な
ど)

server_OS_version ソースサーバー ソースサーバーの OS バー
ジョン (Windows Server 
2003 など)

server_environment ソースサーバー ソースサーバーの環境 (開
発、本番稼働、テストなど)

server_tier ソースサーバー ソースサーバーの階層 (ウェ
ブ、データベース、アプリ
ケーションなど)

CPU ソースサーバー ソースサーバー内の CPUs の
数

RAM ソースサーバー ソースサーバーの RAM サイ
ズ

disk_size ソースサーバー ソースサーバーのディスクサ
イズ

4. 他の属性を検討する – プライマリアクションに加えて、ターゲットオブジェクトまたはアプリ
ケーションに関連する他のアクションや属性も考慮します。サンプルパターンのパターン 1: MGN 
または Cloud Migration Factory を使用して Amazon EC2 にリホストすると、アクションはリホス
トされ、ターゲットオブジェクトは Amazon EC2 です。このターゲットオブジェクトのその他の
関連アクションには、Amazon EC2 へのバックアップ、移行後の EC2 インスタンスのモニタリ
ング、タグを使用した EC2 インスタンスに関連するコストの管理などがあります。また、アプリ
ケーション所有者など、移行の管理に役立つ他のアプリケーション属性を検討することもできま
す。アプリケーション所有者は、質問やカットオーバーの目的で問い合わせる必要があります。

次の表に、一般的に使用される追加のメタデータの例を示します。このテーブルには、ターゲッ
ト EC2 インスタンスのタグが含まれています。タグとその使用方法の詳細については、Amazon 
EC2 ドキュメントの「Amazon EC2 リソースのタグ付け」を参照してください。 Amazon EC2
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属性名 オブジェクトの種類 説明または目的

Name ターゲット EC2 インスタン
ス (タグ)

ターゲット EC2 インスタン
スの名前を定義するタグ

app_owner ソースアプリケーション ソースアプリケーションの所
有者

business_unit ターゲット EC2 インスタン
ス (タグ)

ターゲット EC2 インスタン
スのビジネスユニットを識別 
するタグ (人事、財務、IT な
ど)

cost_center ターゲット EC2 インスタン
ス (タグ)

ターゲット EC2 インスタン
スのコストセンターを識別す 
るタグ

5. テーブルの作成 – 前のステップで特定したすべてのメタデータを 1 つのテーブルに結合します。

属性名 オブジェクトの種類 説明または目的

wave_ID ソースウェーブ ウェーブの ID (ウェーブ 10 
など)

wave_start_date ソースウェーブ ウェーブの開始日

wave_cutover_date ソースウェーブ ウェーブのカットオーバー日

wave_owner ソースウェーブ ウェーブの所有者

app_name ソースアプリケーション ソースアプリケーション名

app_to_server_mapp 
ing

ソースアプリケーション Application-to-server関係

app_to_DB_mapping ソースアプリケーション Application-to-database関係
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属性名 オブジェクトの種類 説明または目的

app_to_app_depende 
ncies

ソースアプリケーション アプリケーションの外部依存
関係

AWS_account_ID ツール (MGN) AWS ターゲット EC2 インス
タンスをホストする アカウン
ト

AWS_Region ツール (MGN) AWS ターゲット EC2 インス
タンスをホストするリージョ
ン

replication_server 
_subnet

ツール (MGN) MGN レプリケーションサー
バーのサブネット

replication_server 
_security_group

ツール (MGN) MGN レプリケーションサー
バーのセキュリティグループ

server_name ソースサーバー ソースサーバー名

server_FQDN ソースサーバー ソースサーバーの完全修飾ド
メイン名

server_OS_family ソースサーバー ソースサーバーのオペレー
ティングシステム (OS) ファ
ミリー (Windows や Linux な
ど)

server_OS_version ソースサーバー ソースサーバーの OS バー
ジョン (Windows Server 
2003 など)

server_environment ソースサーバー ソースサーバーの環境 (開
発、本番稼働、テストなど)

server_tier ソースサーバー ソースサーバーの階層 (ウェ
ブ、データベース、アプリ
ケーションなど)
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属性名 オブジェクトの種類 説明または目的

CPU ソースサーバー ソースサーバー内の CPUs の
数

RAM ソースサーバー ソースサーバーの RAM サイ
ズ

disk_size ソースサーバー ソースサーバーのディスクサ
イズ

target_subnet ターゲットサーバー ターゲット EC2 インスタン
スのサブネット

target_subnet_test ターゲットサーバー ターゲット EC2 インスタン
スのテストサブネット

target_security_gr 
oup

ターゲットサーバー ターゲット EC2 インスタン
スのセキュリティグループ

target_security_gr 
oup_test

ターゲットサーバー ターゲット EC2 インスタン
スのセキュリティグループを 
テストする

instance_type ターゲットサーバー ターゲット EC2 インスタン
スのインスタンスタイプ

IAM_role ターゲットサーバー AWS Identity and Access 
Management ターゲット 
EC2 インスタンスの (IAM) 
ロール

Name ターゲットサーバー (タグ) ターゲット EC2 インスタン
スの名前を定義するタグ

app_owner ソースアプリケーション ソースアプリケーションの所
有者
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属性名 オブジェクトの種類 説明または目的

business_unit ターゲットサーバー (タグ) ターゲット EC2 インスタン
スのビジネスユニットを識別 
するタグ (人事、財務、IT な
ど)

cost_center ターゲットサーバー (タグ) ターゲット EC2 インスタン
スのコストセンターを識別す 
るタグ

6. Repeat – 各パターンに必要なメタデータを記録するまで、このプロセスを繰り返します。

ステップ 2: メタデータストレージとコレクションプロセスを構築する

前のステップでは、移行のサポートに必要なメタデータを定義しました。このステップでは、メタ
データを収集して保存するプロセスを構築します。このステップは、次の 2 つのタスクで構成され
ます。

1. 前のステップで必要なメタデータを分析し、ソースを特定します。

2. メタデータを効率的に保存および収集するプロセスを定義します。

メタデータソースを分析する

一般的なメタデータソースは多数あります。通常、最初にアクセスできるのは高レベルのアセットイ
ンベントリで、通常は設定管理データベース (CMDB) または別の既存のツールからエクスポートさ
れます。ただし、自動プロセスと手動プロセスの両方を使用して、他のソースからもメタデータを収
集する必要があります。

次の表に、一般的なソース、そのソースの標準収集プロセス、そのソースから検索できる一般的なメ
タデータタイプを示します。

メタデータソース コレクションタイプ メタデータタイプ

Discovery tools 自動 ソースサーバー

CMDB 自動 ソースサーバー
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メタデータソース コレクションタイプ メタデータタイプ

の RVTools など、他のツール
からのインベントリ VMware 
vSphere

自動 ソースサーバー

アプリケーション所有者アン
ケート

手動 ソースサーバー、ターゲット
サーバー、ウェーブ

アプリケーション所有者のイ
ンタビュー

手動 ソースサーバー、ターゲット
サーバー、ウェーブ

アプリケーション設計ドキュ
メント

手動 ターゲットサーバー

ランディングゾーン設計ド
キュメント

手動 ターゲットサーバー、ツール

メタデータのすべてのソースを一覧表示したら、メタデータタイプを分析し、各ソースを前のステッ
プで特定したメタデータ属性にマッピングします。

1. からメタデータ属性の完全なリストを取得しますステップ 1: 必要なメタデータを定義する。

2. 各メタデータタイプを分析し、自動プロセスを使用して取得できないタイプを特定します。これ
は通常、ターゲットサーバーメタデータとウェーブメタデータタイプです。アプリケーション所
有者の決定が必要なためです。たとえば、ターゲット EC2 インスタンスにはどのサブネットとセ
キュリティグループを使用しますか?

3. 各メタデータ属性を分析し、前の表のメタデータソースにマッピングします。複数のソースの組
み合わせを持つことが一般的です。検出ツールを使用して、ソースサーバーメタデータを収集で
きます。検出ツールを使用してメタデータを収集する方法については、 AWS 「 規範ガイダン
ス」ウェブサイトの「自動ポートフォリオ検出の開始方法」を参照してください。

4. メタデータ属性をタイプとソースにマッピングするテーブルを作成します。次の表は例です。

Metadata 属性 メタデータタイプ メタデータソース

app_name ソースアプリケーション CMDB

app_owner ソースアプリケーション CMDB
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Metadata 属性 メタデータタイプ メタデータソース

app_to_server_mapp 
ing

ソースアプリケーション CMDB、検出ツール、または
アプリケーション所有者アン 
ケート

app_to_DB_mapping ソースアプリケーション CMDB、検出ツール、または
アプリケーション所有者アン 
ケート

app_to_app_depende 
ncies

ソースアプリケーション CMDB、検出ツール、または
アプリケーション所有者アン 
ケート

server_name ソースサーバー CMDB

server_FQDN ソースサーバー CMDB

server_OS_family ソースサーバー CMDB

server_IP ソースサーバー Discovery tools

disk_size ソースサーバー Discovery tools

instance_type ターゲットサーバー Discovery tools

target_subnet ターゲットサーバー アプリケーション所有者アン
ケート

target_security_gr 
oup

ターゲットサーバー アプリケーション所有者アン
ケート

AWS_Region ターゲットサーバー アプリケーション所有者アン
ケート

AWS_account_ID ターゲットサーバー アプリケーション所有者アン
ケート

replication_server 
_subnet

ツール (MGN) ランディングゾーン設計ド
キュメント
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Metadata 属性 メタデータタイプ メタデータソース

replication_server 
_security_group

ツール (MGN) ランディングゾーン設計ド
キュメント

Name ターゲットサーバー (タグ) アプリケーション所有者アン
ケート

business_unit ターゲットサーバー (タグ) アプリケーション所有者アン
ケート

cost_center ターゲットサーバー (タグ) アプリケーション所有者アン
ケート

wave_ID ウェーブプランニング アプリケーション所有者のイ
ンタビュー

wave_start_date ウェーブプランニング アプリケーション所有者のイ
ンタビュー

wave_cutover_date ウェーブプランニング アプリケーション所有者のイ
ンタビュー

1 つのメタデータストアを定義する

各メタデータ属性をソースにマッピングした後、メタデータを保存する場所を定義します。メタデー
タの保存方法と保存場所にかかわらず、選択する必要があるリポジトリは 1 つだけです。これによ
り、信頼できる情報源が 1 つになります。メタデータを複数の場所に保存することは、大規模な移
行でよくある間違いです。

オプション 1: 共有リポジトリのスプレッドシートにメタデータを保存する

このオプションは非常に手動のプロセスのように聞こえるかもしれませんが、大規模な移行では最も
一般的なデータストアです。また、スプレッドシートを Microsoft SharePoint サイトなどの共有リポ
ジトリに保存することも一般的です。

Microsoft Excel スプレッドシートはカスタマイズが簡単で、構築に時間がかかることはありませ
ん。欠点は、メタデータが多いと非常に複雑になり、サーバー、アプリケーション、データベースな
どのアセット間の関係を管理するのが困難な場合があることです。もう 1 つの課題はバージョン管
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理です。書き込みアクセスを数人に制限するか、自動化されたプロセスを使用してスプレッドシート
を更新する必要があります。

ポートフォリオプレイブックテンプレートでは、独自のデータストアスプレッドシートを構築するた
めの出発点として、ウェーブプランニングと移行用の Dashboard テンプレート (Excel 形式) を使用
できます。

オプション 2: 専用ツールにメタデータを保存する

TDS Transition Manager (TDS ウェブサイト) などの構築済みのツールを使用してデータを保存する
か、独自のツールを構築できます。独自のツールを構築する場合、オプション 1 の Excel スプレッ
ドシートタブと同様に、データベーステーブルが必要です。例えば、次のようになります。

• サーバーテーブル

• アプリケーションテーブル

• データベーステーブル

• Application-to-server および application-to-database マッピングテーブル

• Wave-planning テーブル

• アプリケーション所有者アンケートテーブル

メタデータ収集プロセスを定義する

前のステップでは、メタデータをソースにマッピングし、メタデータを収集するデータストアを定
義しました。このステップでは、メタデータを効果的に収集するプロセスを構築します。手動copy-
and-pasteプロセスを最小限に抑え、自動化を使用して各ソースからメタデータを収集する必要があ
ります。次の 3 つのステップがあります。

1. メタデータマッピングテーブルに基づいて、各メタデータソースの抽出、変換、ロード (ETL) ス
クリプトを構築します。

2. 各ソースからメタデータを自動的にインポートするスケジュールされたタスクを定期的に構築し
ます。

3. エクスポートプロセスを構築するか、リポジトリに保存されているメタデータへのアプリケー
ションプログラミングインターフェイス (API) アクセスを提供します。

次の表は、各 ETL スクリプトによって収集されたメタデータ属性の例です。メタデータは、スプ
レッドシートや専用ツールなど、前のセクションで定義した場所に保存されます。
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Metadata 属性 メタデータタイプ メタデータソース 収集プロセス

app_name ソースアプリケーシ 
ョン

CMDB ETL スクリプト – 
CMDB

app_owner ソースアプリケーシ 
ョン

CMDB ETL スクリプト – 
CMDB

app_to_se 
rver_mapping

ソースアプリケーシ 
ョン

CMDB ETL スクリプト – 
CMDB

app_to_DB 
_mapping

ソースアプリケーシ 
ョン

CMDB ETL スクリプト – 
CMDB

app_to_ap 
p_dependencies

ソースアプリケーシ 
ョン

検出ツール ETL スクリプト – 検
出ツール

server_name ソースサーバー CMDB ETL スクリプト – 
CMDB

server_FQDN ソースサーバー CMDB ETL スクリプト – 
CMDB

server_OS 
_family

ソースサーバー CMDB ETL スクリプト – 
CMDB

server_OS 
_version

ソースサーバー CMDB ETL スクリプト – 
CMDB

disk_size ソースサーバー 検出ツール ETL スクリプト – 検
出ツール

instance_type ターゲットサーバー 検出ツール ETL スクリプト – 検
出ツール

target_subnet ターゲットサーバー アプリケーション所 
有者アンケート

ETL スクリプト – ア
プリケーション所有
者
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Metadata 属性 メタデータタイプ メタデータソース 収集プロセス

target_se 
curity_group

ターゲットサーバー アプリケーション所 
有者アンケート

ETL スクリプト – ア
プリケーション所有
者

AWS_Region ターゲットサーバー アプリケーション所 
有者アンケート

ETL スクリプト – ア
プリケーション所有
者

AWS_account_ID ターゲットサーバー アプリケーション所 
有者アンケート

ETL スクリプト – ア
プリケーション所有
者

Name ターゲットサーバー 
(タグ)

アプリケーション所 
有者アンケート

ETL スクリプト – ア
プリケーション所有
者

business_unit ターゲットサーバー 
(タグ)

アプリケーション所 
有者アンケート

ETL スクリプト – ア
プリケーション所有
者

cost_center ターゲットサーバー 
(タグ)

アプリケーション所 
有者アンケート

ETL スクリプト – ア
プリケーション所有
者

wave_ID ウェーブプランニン 
グ

アプリケーション所 
有者アンケート

ETL スクリプト – ア
プリケーション所有
者

wave_start_date ウェーブプランニン 
グ

アプリケーション所 
有者アンケート

ETL スクリプト – ア
プリケーション所有
者

wave_cuto 
ver_date

ウェーブプランニン 
グ

アプリケーション所 
有者アンケート

ETL スクリプト – ア
プリケーション所有
者
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ステップ 3: メタデータ要件と収集プロセスをランブックに記録する

このタスクでは、決定事項をメタデータ管理ランブックに文書化します。移行中、ポートフォリオ
ワークストリームは、メタデータを収集して保存するための標準手順として、このランブックに従い
ます。

1. ポートフォリオプレイブックテンプレートで、メタデータ管理用のランブックテンプレート
(Microsoft Word 形式) を開きます。これは、独自のランブックを構築するための出発点として機
能します。

2. メタデータ属性セクションで、移行パターンごとにメタデータ属性テーブルを作成し、 で識別さ
れるメタデータ属性をテーブルに入力しますステップ 1: 必要なメタデータを定義する。

3. 「ソースの場所」セクションで、 で特定したソースを文書化しますメタデータソースを分析す
る。

4. 「ソースロケーションアクセス手順」セクションで、メタデータソースロケーションにアクセス
するためにユーザーが従う必要があるステップを文書化します。

5. メタデータストアセクションで、 で作成したメタデータストアにアクセスするためにユーザーが
従う必要があるステップを文書化します1 つのメタデータストアを定義する。

6. データ収集タイプセクションで、各メタデータソースに使用するデータ収集プロセスを特定しま
す。理想的には、自動化スクリプトを使用してすべてのメタデータ収集を自動化する必要があり
ます。

7. メタデータ属性によるデータ収集セクションで、メタデータ属性ごとに、「」の指示に従って以
下を特定しますメタデータ収集プロセスを定義する。

a. メタデータタイプ

b. メタデータソース

c. メタデータストア

d. コレクションタイプ

8. 「メタデータの収集」セクションで、ユースケースに応じてプロセスを更新します。これは、
ポートフォリオワークストリームがウェーブのメタデータを収集するときに実装ステージで実行
するプロセスです。

9. ランブックが完全で正確であることを確認します。このランブックは、移行中の信頼できる情報
源である必要があります。

10.レビューのためにメタデータ管理ランブックをチームと共有します。
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タスク終了条件

次のタスクを完了したら、次のタスクに進みます。

• 収集されたメタデータを保存するための 1 つのリポジトリを準備しました。

• メタデータ管理ランブックでは、以下を定義して文書化しています。

• 各移行パターンに必要なメタデータ属性

• メタデータソースと各ソースへのアクセス方法の詳細な手順

• メタデータストアとそのアクセス方法の詳細な手順

• メタデータの収集に使用されるプロセス

• メタデータ属性をメタデータソースとコレクションプロセスにマッピングするマッピングテーブ
ル

タスク 3: アプリケーションの優先順位付けプロセスを定義する

アプリケーションの優先順位付けは、アプリケーションをクラウドに移行する順序を決定するプロセ
スです。優先度は、アプリケーションをクラウドに移行する複雑さと定義したルールに基づいて評価
します。アプリケーションの優先順位付けについて議論する場合、優先度が高いと必ずしもビジネス
にとってのアプリケーションの重要性と相関するとは限りません。実際、ビジネスクリティカルなア
プリケーションはリスクが高いため、移行の優先順位は通常低くなります。大規模な移行では、ビジ
ネスクリティカルではない複雑さの低いアプリケーションを優先し、各ウェーブでは、ますます複雑
またはビジネスクリティカルなアプリケーションを移行します。

何百ものアプリケーションが移行用に並んでいる大規模な移行では、すべてのアプリケーションを一
度に優先順位付けして計画することはお勧めしません。これは、大規模な移行プロジェクトにとって
アプリケーションの優先順位付けプロセスを定義することが重要な理由の 1 つです。アジャイルな
方法で移行にアプローチするには、最も優先度の高いアプリケーション (3～10 個のアプリケーショ
ン) を選択するか、3～5 個のウェーブに十分なアプリケーションを選択できます。次に、選択したア
プリケーションのみのアプリケーション検出とウェーブプランニングを完了します。このアプローチ
は、大規模な移行の過程でアプリケーションの優先度と波が変化することが多いため、かなりの時間
を節約できます。

アプリケーションの優先度に関する一般的な誤解の 1 つは、最も優先度の高いアプリケーションが
第 1 ウェーブにあることです。ウェーブプランニングを実行する場合、優先順位が最も高い 10 のア
プリケーションのうち、最初のウェーブでは準備が整っていないものはほとんどない可能性が高いで
す。これは、依存関係、ビジネス上の制約、リソースの可用性など、さまざまな有効な理由が考えら
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れます。アプリケーションの優先度はウェーブプランニングの重要な要素ですが、考慮すべき唯一の
要素ではありません。

このタスクでは、アプリケーションの優先順位付けプロセスとルールを定義します。このタスクは、
次のステップで構成されます。

• ステップ 1: アプリケーションの優先順位付けプロセスを定義する

• ステップ 2: アプリケーションの優先順位付けルールを定義する

• ステップ 3: アプリケーションの優先順位付けプロセスを完了する

次のセクションでは、複雑さのスコアリングについて説明します。このプレイブックには、アプリ
ケーションの優先順位付け方法に関する 3 つのプロセスオプションと、3 つのオプションのうちの 2 
つが複雑なスコアリングを使用します。プロセスオプションの詳細については、「」を参照してくだ
さいステップ 1: アプリケーションの優先順位付けプロセスを定義する。アプリケーションの指名プ
ロセスを使用する予定の場合は、複雑なスコアリング基準を定義する必要はなく、 に直接進む必要
がありますステップ 1: アプリケーションの優先順位付けプロセスを定義する。

複雑なスコアリング基準について

複雑さスコアリングは、アプリケーションの移行の難易度を評価するために使用されるプロセスで
す。これは、アプリケーションを優先順位付けする際の重要な要素です。複雑さスコアリングには、
定義したのと同じ一連のビジネス基準と技術基準に照らしてすべてのアプリケーションを評価する必
要があります。アプリケーションを評価するときは、各基準にスコアを割り当てます。ビジネス基準
と技術基準のスコアを合計すると、そのアプリケーションの移行の全体的な複雑さを反映する複雑さ
スコアが得られます。その後、アプリケーションの優先順位付けやウェーブの計画時に複雑さスコア
を使用できます。

複雑さスコアリング基準には 2 つのカテゴリがあります。

• ビジネス基準 – このカテゴリの基準は、アプリケーションが使用できなくなった場合のリスク、
セキュリティとコンプライアンスに関する考慮事項、リソースの可用性など、アプリケーションの
移行に伴うビジネスの複雑さに関連しています。

• 技術的基準 – このカテゴリの基準は、オペレーティングシステムとそのバージョン、サーバーと
ユーザーの数、移行戦略など、アプリケーションの移行の技術的複雑さに関連しています。

ユースケースに適したスコアリング基準を決定する必要があります。アプリケーションの複雑さを手
動でスコアリングする場合、ポートフォリオプレイブックテンプレートでは、アプリケーションの複
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雑さのスコアシートテンプレート (Microsoft Excel 形式) に基準とスコア値の標準セットが含まれて
います。これらの値から始めて、ユースケースに合わせてカスタマイズできます。アプリケーション
の優先順位付けに検出ツールを使用している場合、これらのツールには通常標準の条件セットが含ま
れており、条件を追加、削除、または変更でき、必要に応じて重み付けできます。基準を確立すると
きは、次の 2 つのセクションの質問を使用して基準を絞り込みます。

ビジネス基準

以下は、複雑なスコアリングで一般的に使用されるビジネス基準です。

ビジネス基準 説明

ビジネスへの影響 このアプリケーションが使用できなくなった場
合のビジネスへの影響を評価します。

• 財務上の影響はありますか?

• オペレーションに影響はありますか?

• カスタマーエクスペリエンスに影響します
か?

• 製品または会社のイベントに影響しますか?

スタッフの可用性 移行中に、アプリケーション所有者、対象分野
のエキスパート (SME)、ネットワークまたはイ
ンフラストラクチャ管理者、テスター、開発者
からのサポートが必要になる場合があります。
移行中に役立つこれらのリソースの可用性を評
価します。

• 移行チームを支援し、ガイダンスを提供する
ために、移行中にこのスタッフが対応できま
すか?

• このスタッフは、移行後にアプリケーション
をテストおよび検証できますか?

• このスタッフは、ターゲット環境でアプリ
ケーションを実行するために必要な IP アド
レスまたはポートをプロビジョニングできま
すか?
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ビジネス基準 説明

ビジネスの複雑さ 相互依存および相互接続されたステークホル
ダー、情報技術システム、組織構造が多数あ
ると、ビジネスの複雑さが増す可能性がありま
す。ビジネスの複雑さを次のように評価しま 
す。

• ファイアウォールの変更や新しいインスタン
スのプロビジョニングなど、インフラストラ
クチャやネットワークの変更を企業が承認す
るまでにどれくらいの時間がかかりますか?

• 検出ツールなど、サーバーへの新しいソフト
ウェアまたはツールのインストールをビジネ
スが承認するまでにどれくらいの時間がかか
りますか?

準備状況 アプリケーションを移行する準備ができている
かどうかを次のように評価します。

• アプリケーションは現在、テクノロジーの更
新を受けているか、更新が予定されている
か。

• メンテナンスはスケジュールされ、スケ 
ジュールされた移行と重複しますか?

• アプリケーションは廃止される予定ですか?

• アプリケーションは現在アップグレード中で
あり、新機能は開発または統合されています
か?
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ビジネス基準 説明

セキュリティ アプリケーションのセキュリティ要件とセキュ
リティポリシーの複雑さを次のように評価しま
す。

• アプリケーションにアクセスするために IP 
アドレスとポートをプロビジョニングする必
要がありますか?

• アプリケーションにはインフラストラクチャ
保護が必要ですか?

• アプリケーションにはデータ保護が必要です
か?

• キー管理は必要ですか?

• アプリケーションには特別なアクセス管理ポ
リシーが必要ですか?

• アプリケーションにはモニタリングまたはロ
グ記録が必要ですか?

• アプリケーションにはインシデント対応プロ
セスと自動化が必要ですか?

• このアプリケーションにはアラートと通知が
必要ですか?
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ビジネス基準 説明

コンプライアンス コンプライアンス要件は、州、業界、または企
業ポリシーによって提供される法律、規制、ガ
イドラインなど、アプリケーションに適用され 
る場合があります。アプリケーションのコンプ
ライアンス要件の複雑さを次のように評価しま
す。

• データプライバシーとレジデンシーの要件は
ありますか?

• アプリケーションに保存されているデータは
暗号化する必要がありますか?

• アプリケーションとの間で転送されるデータ
は暗号化する必要がありますか?

• 監査ログ記録は必要ですか?

• アプリケーションは、System and Organizat 
ion Controls (SOC) などの会計および財務標
準に準拠している必要がありますか?

• アプリケーションは Payment Card Industry 
(PCI) などの支払いセキュリティ標準に準拠
している必要がありますか?

• アプリケーションは、医療保険の相互運用性
と説明責任に関する法律 (HIPAA) などの患
者の健康情報規制に準拠している必要があり
ますか?

• アプリケーションは、情報システムセキュリ
ティ管理および評価プログラム (ISMAP) な
どのパブリッククラウドセキュリティプログ
ラムに準拠している必要がありますか?
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ビジネス基準 説明

アプリケーションの知識 アプリケーション所有者など、組織内の誰か
が、問題を維持、統合、トラブルシューティン
グ、修正するための知識、スキル、経験を持っ
ていますか? また、ビジネス需要に合わせてア
プリケーションを拡張できますか?

移行スキル 組織のスタッフには、ワークロードをターゲッ
ト環境に移行するスキルがありますか?

技術基準

以下は、複雑なスコアリングで一般的に使用される技術基準です。

技術基準 説明

Storage アプリケーションの現在のストレージを次のよ
うに評価します。

• アプリケーションは現在どこに保存されて
いますか? 例としては、ネットワーク接続ス
トレージ (NAS)、ストレージエリアネットワ 
ーク (SAN)、ローカルドライブなどがありま
す。

• 現在のストレージの合計サイズを教えてくだ
さい。

ユーザー数 このアプリケーションには何人のユーザーがい
ますか? 実際のログまたは見積りを使用できま
す。

サーバー数 アプリケーションスタックにはサーバーがいく
つありますか?

接続 このアプリケーションが組織内の他のユーザー
にどのように接続されているかを次のように評
価します。
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技術基準 説明

• このアプリケーションに依存する他のアプリ
ケーションはいくつありますか?

• このアプリケーションが使用できない場合、
他のアプリケーションにはどのような影響が
ありますか?

アプリケーション OS とバージョン 次のように、オペレーティングシステム (OS) 
とアプリケーションのサーバーのバージョンを
評価します。

• サーバーの OS バージョンはサポートされな
くなりましたか?

• サーバーは Unix または Linux OS を実行し
ていますか?

• サーバーは Windows Server OS を実行して
いますか?

• アプリケーションはメインフレームまたは
ミッドレンジサーバーにありますか?

アプリケーション依存関係 このアプリケーションが環境内の他のリソース
にどのように依存しているかを評価します。

• このアプリケーションはどのリソースに依
存していますか? リソースには、他のアプ
リケーション、コンポーネント、OS 固有
のサービス (レジストリやウェブサーバーな
ど）、ライブラリなどがあります。

• これらのリソースが 1 つ以上使用できない場
合、このアプリケーションにはどのような影
響がありますか?
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技術基準 説明

データ移行 このアプリケーションのデータまたはファイル
を移行する必要があるかどうかを評価します。

• データ移行はどの程度複雑ですか?

• ファイル移行はどの程度複雑ですか?

移行戦略 選択した移行戦略の複雑さを評価します。移行
戦略の詳細については、AWS 「大規模な移行
用ガイド」を参照してください。

COTS またはカスタム アプリケーションがカスタム作成か商用off-the-
shelf (COTS) かを次のように評価します。

• ソースコードの最新バージョンはあります
か?

• アプリケーションベンダーはサポートされて
いますか?

• アプリケーションは外部委託されています
か?

ステップ 1: アプリケーションの優先順位付けプロセスを定義する

このプレイブックには、アプリケーションを優先順位付けするための 3 つのプロセスオプションが
含まれています。オプションのいずれかを選択するか、2 つ以上を組み合わせてカスタムプロセスを
構築できます。ユースケースを評価し、環境に最適なものを以下の中から判断します。

• オプション 1: 手動の複雑さスコアリング – これは、個人またはワークショップ形式のセッション
で完了できる手動の優先順位付けプロセスです。このプロセスでは、複雑なスコアリング基準を使
用して、各アプリケーションの移行の難しさを評価します。これは、アプリケーションの優先順位
付けにおける重要な要素です。この手動プロセスは、大規模なアプリケーションポートフォリオに
優先順位を付けるための一貫した定量的アプローチを提供するため、大規模な移行に適していま
す。ただし、定義された一連の基準に照らして各アプリケーションを評価すると、他の 2 つのオ
プションと比較してプロセスが遅くなる可能性があります。

• オプション 2: アプリケーションのノミネーション – これは、通常ワークショップ形式のセッショ
ンを完了する手動の優先順位付けプロセスです。このプロセスでは、アプリケーション所有者が移
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行するアプリケーションを指名します。このプロセスを成功させるには、アプリケーション所有者
がそれぞれのアプリケーションについて包括的な知識を持っている必要があります。このプロセス
は、時間が要因であり、アプリケーションの迅速な優先順位付けが必要な場合に推奨されます。

• オプション 3: 検出ツール – これは自動優先順位付けプロセスです。環境内の検出ツールにアプリ
ケーションの複雑さの自動スコアリングまたは優先順位付けのための自動機能がある場合、この機
能を使用すると、時間を節約し、アプリケーションの優先順位付けプロセスを高速化できます。こ
のプロセスでは、通常、検出ツールのパラメータ内で基準を定義し、ツールがアプリケーションを
分析し、最終的な複雑さスコアを提供します。このオプションを選択する前に、検出ツールで使用
可能な機能を調べ、ユースケースのニーズに合わせてカスタマイズできることを確認します。

オプション 1: 手動の複雑さスコアリング

この手動アプリケーションの優先順位付けプロセスでは、ワークシートを使用して、定義された一連
の複雑なスコアリング基準に照らしてアプリケーションを評価します。ワークショップ形式のセッ
ションでワークシートを完了するか、利害関係者と協力してワークシートを完了することをお勧め
します。次に、最終的な複雑さスコアとアプリケーションの優先順位付けルールを使用して、アプリ
ケーションの優先度を決定します。手動プロセスのうち、アプリケーションの複雑さを判断し、その
情報を使用してアプリケーションの優先順位を付けるための最も一貫性のある定量的アプローチを提
供します。

このプロセスの複雑なスコアリング手順では、ポートフォリオプレイブックテンプレートで利用可能
なアプリケーションの複雑さ (Excel 形式) にスコアシートテンプレートを使用することをお勧めしま
す。 samples/portfolio-playbook-templates.zipこのテンプレートには、事前定義されたビジネス基準
と技術基準が含まれています。これらの条件を追加、削除、または変更することも、スコアリング
値を調整することもできます。例えば、1～5 ではなく 1～10 のスコア範囲が望ましい場合がありま
す。提供されたテンプレートについては、次の点に注意してください。

• 各条件にカーソルを合わせると、その説明が表示されます。

• テンプレートに慣れたら、例を削除する必要があります。これらはデモンストレーションのみを目
的としています。

移行の初期化と実装の段階で、複雑さスコアシートを最新の状態に保ちます。ポートフォリオ評価を
進めるにつれてスコアが変わる場合があります。アプリケーションの詳細調査は、チームが各アプリ
ケーションについて詳しく調べる際に、スコアシートを更新する一般的な機会です。アプリケーショ
ンの移行を妨げる未発見の依存関係や制限などの問題が発生した場合は、移行中にアプリケーション
の優先度を変更することもできます。移行全体でスコアシートを維持することで、より正確にアプリ
ケーションに優先順位を付けることができます。
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アプリケーションの優先順位付けプロセスを次のように文書化します。

1. ポートフォリオプレイブックテンプレートで、アプリケーションの複雑さに合わせてスコアシー
トテンプレートを開きます。

2. アプリケーションシートで、移行に適した条件を追加、変更、または削除します。条件を変更す
るときは、次の操作を行います。

• このプレイブックの 複雑なスコアリング基準についてセクションのガイダンスを確認してくだ
さい。

• 各基準が移行の期間、リソース、コストに与える影響を考慮してください。

• 信頼性の高い複雑さスコアを得るには、組織内のさまざまなレベルの移行の複雑さを表す基準
を含めます。

3. スコアリングガイドシートで、ユースケースに応じてデフォルト値と基準を更新します。

4. スコアシートを保存します。

5. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

6. アプリケーションの複雑さのスコアリング基準セクションで、スコアシートの場所を反映するよ
うにセクションを更新します。

7. アプリケーションの優先順位付けプロセスセクションで、次の操作を行います。

a. キープオプション 1: 複雑なスコアリングを手動で行い、他のオプションを削除します。

b. ユースケースに応じてプロセスを変更します。

c. Option という単語を含むこのセクションの見出しをすべて削除します。これらをランブックに
残しておくと、ユーザーがプロセスがオプションであるか、複数のオプションが利用可能であ
ると考えるように混乱する可能性があります。

d. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

オプション 2: アプリケーションのノミネーション

この手動アプリケーションの優先順位付けプロセスは、アプリケーションの優先順位付けのための最
も簡単で迅速なアプローチです。このプロセスでは、アプリケーション所有者に、クラウドに簡単に
移行できるアプリケーションを指名するよう依頼します。その後、ユーザーとアプリケーション所有
者は、指定されたアプリケーションに関する深い知識をすでに持っているため、アプリケーションに
迅速に優先順位を付けることができます。ワークショップ形式のセッションでステークホルダーと協
力することをお勧めしますが、E メール、共有ドキュメント、その他のコミュニケーションプラット
フォームでコラボレーションすることもできます。
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ノミネーションプロセス中に、ポートフォリオプレイブックテンプレートに含まれるアプリケーショ
ンの複雑さ (Excel 形式) のスコアシートテンプレートに、ノミネーションされたアプリケーションを
入力します。このテンプレートのすべてのスコアリングおよび基準機能を使用するわけではありませ
んが、このシートを使用して、ノミネーションと優先順位付けの決定を記録することをお勧めしま
す。

状況によっては、優先順位付けを高速化するためにアプリケーションの指名プロセスが使用され、ス
コアシートは不要な場合があります。たとえば、少数のアプリケーションのみを優先する場合や、ア
プリケーション所有者がアプリケーションについて非常に精通している場合、アプリケーション所有
者と利害関係者は、その知識と経験に基づいてアプリケーションを優先できます。この場合、スコア
シートの使用をスキップし、直接優先順位付けに進むことができます。

アプリケーションの優先順位付けプロセスを次のように文書化します。

1. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

2. アプリケーションの複雑さのスコアリング基準セクションを削除します。このプロセスでは、ア
プリケーションの複雑さのスコアリングを使用しません。

3. アプリケーションの優先順位付けプロセスセクションで、次の操作を行います。

a. オプション 2: アプリケーションのノミネーションを保持し、他のオプションを削除します。

b. ユースケースに応じてプロセスを変更します。

c. Option という単語を含むこのセクションの見出しをすべて削除します。これらをランブックに
残しておくと、ユーザーがプロセスがオプションであるか、複数のオプションが利用可能であ
ると考えるように混乱する可能性があります。

4. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

オプション 3: 検出ツール

検出ツールに複雑なスコアリングやアプリケーションの優先順位付けの機能がある場合、この自動プ
ロセスに必要なリソースは少なく、アプリケーションの優先順位付けプロセスを加速できます。ユー
スケースに合わせて検出ツールで基準をカスタマイズすると、検出ツールが自動的にアプリケーショ
ンを分析し、最終的な複雑さスコアを提供します。ツールにはすでにすべてのアプリケーションメタ
データがあるため、入力する必要はありません。

例えば、Flexera One Cloud Migration and Modernization (旧 Flexera Foundation および 
CloudScape) 検出ツールには、Optimization Scorecard と呼ばれる複雑なスコアリング機能がありま
す。この機能を使用すると、スコアリングに含める基準を選択し、好みに基づいて各基準を重み付け
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できます。データ検出が完了すると、検出ツールは指定した加重基準に基づいてデータを分析し、
ツール独自の式を使用して最終的な複雑さスコアを生成します。詳細については、 Foundation and 
CloudScape ユーザーガイド (Flexera ドキュメント) および Optimization Scorecard (Flexera ドキュ
メント) を参照してください。

このプロセスの欠点は、環境内のエージェントレス検出ツール用にスキャンアプライアンスをセッ
トアップしたり、対象範囲内のすべてのワークロードにエージェントをインストールしたりするの
に (4～8 週間) かかることです。検出ツールでスコアリング機能を使用する前に、アプリケーション
ワークロードをスキャンしてアプリケーションスタック分析を実行することで、検出ツールがメタ
データを収集するための追加の時間 (4～12 週間) を確保する必要があります。ただし、メタデータ
の収集とアプリケーションの優先順位付けに必要な時間とリソースを減らすことで、検出ツールの設
定に必要な余分な時間が復旧される可能性があります。例えば、検出ツールのデータがまだ最新であ
る場合、ポートフォリオワークストリームは検出ツールとそのデータを動員フェーズから再利用して
パイロットアプリケーションを特定できます。

Note

検出ツールプロセスを使用している場合でも、手動のスコアシートテンプレートを使用して
アプリケーションの複雑さを分析できます。この追加情報は、アプリケーションの優先順位
を絞り込むのに役立ちます。

アプリケーションの優先順位付けプロセスを次のように文書化します。

1. まだ設定していない場合は、 環境で検出ツールをセットアップします。詳細については、 AWS 
「 規範ガイダンス」ウェブサイトの「自動ポートフォリオ検出の開始方法」を参照してくださ
い。

2. ツールの指示に従って、検出ツールの複雑なスコアリングまたはアプリケーションの優先順位付
け基準をカスタマイズします。条件の選択の詳細については、「」を参照してください複雑なス
コアリング基準について。

3. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

4. アプリケーションの複雑さのスコアリング基準セクションで、 セクションを更新して、スコアリ
ング基準が検出ツールで定義されていることを反映させます。例: 複雑なスコアリング基準は <検
出ツール> で定義されています。

5. アプリケーションの優先順位付けプロセスセクションで、次の操作を行います。

a. オプション 3: 検出ツールを保持し、他のオプションを削除します。
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https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/get-started-with-automated-portfolio-discovery.html
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b. ユースケースに応じてプロセスを変更します。複雑さスコアを含むレポートを生成する方法の
step-by-stepの手順を含めることが重要です。利用可能な場合は、ユーザーガイドへのリンクを
含めることができます。

c. Option という単語を含むこのセクションの見出しをすべて削除します。これらをランブックに
残しておくと、ユーザーがプロセスがオプションであるか、複数のオプションが利用可能であ
ると考えるように混乱する可能性があります。

6. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

ステップ 2: アプリケーションの優先順位付けルールを定義する

このステップでは、アプリケーションの優先順位付けルールを定義し、アプリケーションの移行順序
を決定するのに役立ちます。アプリケーションの複雑さスコアはアプリケーションの優先順位付けや
ウェーブの計画において重要な要素ですが、ビジネスやテクノロジーの要素も考慮する必要がありま
す。各アプリケーションの優先度を評価し、適切なウェーブでアプリケーションをスケジュールする
のに役立つルールを作成します。一般的なビジネスルールとテクノロジールールは次のとおりです。

• データセンターの移行順序とスケジュールの指定

• ビジネスユニットの優先順位付け

• 重要なビジネスアプリケーションの期限を把握する

アプリケーションの優先順位付けルールを次のように定義します。

1. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

2. アプリケーションの優先順位付けルールセクションで、移行用のカスタムルールを追加します。

3. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

4. アプリケーションの優先順位付けランブックのルールを維持します。ルールは、移行の進行状
況、範囲の変更、またはスケジュールのシフトに応じて変更される可能性があります。

以下は、アプリケーションの優先順位付けルールの例です。

ステップ 2: アプリケーションの優先順位付けルールを定義する 46
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優先度 ルール

1 ニューヨークデータセンターのアプリケーショ
ンは、常にテキサスデータセンターのアプリ
ケーションよりも優先度が高くなります。

2 IT 部門のアプリケーションは、マーケティング
部門のアプリケーションよりも常に優先順位が
高くなります。

3 複雑さスコアが高いアプリケーションは、優先
順位が高くなります。

4 SAP アプリケーションは、年末までに移行す 
る必要があります。

ステップ 3: アプリケーションの優先順位付けプロセスを完了する

次に、ポートフォリオワークストリームがルールとプロセスを使用してアプリケーションの優先順位
を付ける方法を定義します。これは、ポートフォリオワークストリームが移行の実装段階で参照する
プロセスです。

アプリケーション優先順位付けランブックでこのプロセスを次のようにカスタマイズします。

1. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

2. ステージ 2: アプリケーションの優先順位付けセクションで、ユースケースと環境に応じてプロセ
スを変更します。

3. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

タスク終了条件

次のタスクを完了したら、次のタスクに進みます。

• 使用可能なオプションからアプリケーションの優先順位付けプロセスを選択しました。

• アプリケーションの優先順位付けランブックに以下を文書化しました。

• アプリケーションの複雑さのスコアリング基準 (該当する場合)

ステップ 3: アプリケーションの優先順位付けプロセスを完了する 47
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• アプリケーションの優先順位付けプロセス

• アプリケーションの優先順位付けルール

• アプリケーションランブックの「ステージ 2: アプリケーションの優先順位付け」セクションを更
新しました。

タスク 4: アプリケーションのディープダイブプロセスを定義する

アプリケーションの優先順位付けのルールとプロセスの確立が完了したら、各アプリケーションの優
先度を絞り込むのに役立つアプリケーションの詳細な説明を実行します。アプリケーションのディー
プダイブは、優先度が最も高いものから低いものまで、一度に 1 つのアプリケーションで実行しま
す。複数のポートフォリオチームを持つプロジェクトの場合、各チームは異なるアプリケーションに
対して同時にアプリケーションのディープダイブを実行できます。

ディープダイブ中に、依存関係など、アプリケーションの移行の複雑さに影響する予期しない問題が
発生する可能性があります。この場合、前のステップで定義した複雑さスコア基準を変更し、それに
応じてスコアシートを更新して、将来のアプリケーションのより正確な複雑さスコアを取得する必要
があります。その後、新しい複雑さスコアを使用してアプリケーションの優先順位を更新できます。

このタスクは、次のステップで構成されます。

• ステップ 1: アプリケーションワークショッププロセスを定義する

• ステップ 2: アプリケーションマッピングプロセスを定義する

• ステップ 3: (オプション) アプリケーションターゲットの状態を定義する

• ステップ 4: アプリケーションのディープダイブプロセスを完了する

ステップ 1: アプリケーションワークショッププロセスを定義する

ワークショッププロセスは、アプリケーションのディープダイブに対する最も効率的なアプローチの 
1 つです。このプロセスを使用して、ステークホルダー、アプリケーション所有者、ポートフォリオ
チームと協力してアプリケーションを評価および分析します。目標は、アーキテクチャ、ビジネス目
的、依存関係、環境など、アプリケーションの現在の状態を明確に把握することです。次に、アプリ
ケーションのサイズと複雑さに関するこの詳細情報を使用して、アプリケーションのターゲット状態
を設計します。

タスク 4: アプリケーションのディープダイブプロセスを定義する 48
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各ワークショップには通常 1～8 時間かかりますが、複雑性の高いアプリケーションにはさらに時間
がかかる場合があります。また、リソースの可用性、好み、アプリケーションのサイズと複雑さに応
じて、ワークショップを複数の会議に分割することもできます。

期待される成果を特定する

アプリケーションワークショップを実施する前に、アジェンダを設定し、ワークショップの期待され
る成果、またはワークショップで収集する必要がある情報を定義する必要があります。これにより、
ワークショップ参加者はワークショップの準備ができ、会議を目標に維持し、ワークショップの終了
までに、アプリケーションの優先順位付け、ウェーブプラン、移行に必要なすべての情報を確実に得
ることができます。

期待される結果の標準セットを定義し、それらをアプリケーションの優先順位付けランブックに文書
化することをお勧めします。ワークショップを準備するときは、標準的な期待される結果を使用し、
特定のアプリケーションに新しい結果を追加します。

アプリケーションワークショップで期待される結果の標準セットを次のように定義します。

1. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

2. アプリケーションワークショップの期待される成果セクションで、アプリケーションワーク
ショップの期待される成果の標準セットを確立します。ワークショップを準備するときは、アプ
リケーションの特定のニーズに合わせてこれらをカスタマイズできます。

3. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

4. アプリケーションの優先順位付けランブックで期待される成果を維持します。アプリケーション
ワークショップを実施し、ポートフォリオ評価とウェーブプランニングを継続すると、期待され
る新しい成果を特定したり、既存の成果を改善したりできます。

以下は、アプリケーションワークショップで期待される成果の例です。

優先度 アプリケーションワークショップの期待される
成果

1 関連するサーバー、依存関係、環境、アプリ
ケーション層など、アプリケーションの現在の
アーキテクチャを明確に理解します。

ステップ 1: アプリケーションワークショッププロセスを定義する 49
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優先度 アプリケーションワークショップの期待される
成果

2 チームは、ターゲットアーキテクチャの設計
をサポートするためにメタデータを収集しまし
た。次のメタデータが必要です。

• ターゲット AWS アカウント ID

• ターゲット AWS リージョン

• ターゲットサブネット

• ターゲットセキュリティグループ

3 アプリケーション所有者アンケートは完了し、
すべての主要な質問に回答します。

4 チームは、ユーザーガイド、アプリケーション
アーキテクチャドキュメント、テストドキュメ
ント、設計ドキュメント、アプリケーションプ 
ログラミングインターフェイス (API) ドキュメ
ントなど、すべてのアプリケーションドキュメ
ントを収集しました。

アプリケーションワークショップルールを定義する

アプリケーションワークショップを実施する前に、ワークショップを管理するルールを定義する必要
があります。一般的なルールには、ワークショップの長さ、ワークショップで必要になる可能性のあ
るツール、考慮すべきスケジュール上の考慮事項や期限などがあります。これにより、会議を目標に
保ち、ワークショップで行われた決定が移行スケジュールに沿ったものになります。

アプリケーションワークショップルールは、アプリケーションの優先順位付けランブックに文書化す
ることをお勧めします。

アプリケーションワークショップルールを次のように定義します。

1. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

2. アプリケーションワークショップルールセクションで、ワークショップを管理するルールを定義
します。

ステップ 1: アプリケーションワークショッププロセスを定義する 50
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3. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

4. アプリケーションの優先順位付けランブックのルールを維持します。アプリケーションワーク
ショップを実施し、ポートフォリオ評価とウェーブプランニングを続行すると、新しいルールを
特定したり、既存のルールを絞り込んだりすることができます。

アプリケーションワークショップのルールの例を次に示します。

優先度 ワークショップルール

1 ワークショップは、火曜日と木曜日のセッショ
ンごとに最大 2 時間スケジュールする必要があ
ります。

2 12 月 1 日から 1 月 15 日の間、インフラスト
ラクチャのフリーズが予定されています。

3 移行ツールの実践的なワークショップがありま
す。

4 データセンター契約は 3 月 31 日に期限切れに
なります。ペナルティやコストのかかる契約延
長を避けるため、ワークロードは 3 月 31 日ま
でに退避する必要があります。

5 生体認証アプリケーションと時間および出席ア
プリケーションは保持されます。

アプリケーションワークショッププロセスを定義する

アプリケーションワークショップを実施するための標準プロセスを定義することが重要です。これに
より、一貫したエクスペリエンスが保証され、ワークショップ参加者に期待が設定されます。これに
より、ワークショップの効率が向上します。

アプリケーションワークショッププロセスには 3 つのステージがあります。

• ワークショップの準備 – ワークショップの準備は、セッションがスムーズに進行し、参加者が期
待される内容を把握するのに役立ちます。ワークショップの準備として、アジェンダを作成し、期
待される成果を定義し、ワークショップに必要な参加者、ツール、情報を特定し、ワークショップ

ステップ 1: アプリケーションワークショッププロセスを定義する 51
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をスケジュールします。少なくとも 1 週間前にワークショップをスケジュールすると、チームは
カレンダーをブロックし、ワークショップの準備を整え、役立つ情報を収集する時間を確保できま
す。

• ワークショップを実施する – ワークショップを実施するときは、ディスカッションをアジェンダ
の項目に限定し、期待される成果を達成するようにします。役に立ちますが、アジェンダには含ま
れていないと思われるトピックに注意してください。ワークショップを記録すると便利です。

• ワークショップの結果をまとめる – ワークショップの後、チームはアプリケーションの現在の状
態と、優先順位付けと移行に影響を与える可能性のある潜在的な問題点、リスク、課題、ブロック
要因を明確に理解する必要があります。ワークショップ後の一般的なタスクには、アプリケーショ
ンの優先順位の変更、アプリケーションの将来の状態の作成、次のワークショップに役立つ可能性
のある期待される結果、ルール、またはプロセスの変更を含むランブックの更新が含まれます。

アプリケーションの優先順位付け用のランブックテンプレートには、アプリケーションワークショッ
プの準備、実施、最終化のための標準的なstep-by-stepのプロセスが含まれています。アプリケー
ションワークショッププロセスを次のように定義します。

1. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

2. アプリケーションワークショッププロセスセクションで、ユースケースのニーズに合わせて標準
プロセスを変更します。

3. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

4. アプリケーションの優先順位付けランブックでプロセスを維持します。アプリケーションワーク
ショップを実施する際に、このプロセスに加えたい変更を特定する場合があります。

ステップ終了基準

• ワークショップのアジェンダと、ワークショップのサポートに必要なリソースとアーティファクト
を定義しました。

• ワークショップの期待される成果を定義し、ワークショップで収集する必要がある情報を特定しま
した。

• ワークショッププロセスのトライアルを実施し、アプリケーションマッピングをサポートし、ター
ゲットの状態を設計するために必要な情報を取得しました。

• アプリケーションの優先順位付けランブックに以下を文書化しました。

• アプリケーションワークショップの期待される成果

• アプリケーションワークショップのルール

ステップ 1: アプリケーションワークショッププロセスを定義する 52
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• アプリケーションワークショッププロセス

ステップ 2: アプリケーションマッピングプロセスを定義する

アプリケーションマッピングは、各アプリケーションを移行パターンに割り当てるプロセスであり、 
で特定して検証しますステップ 4: 移行パターンを検証する。このステップでは、アプリケーション
の評価に使用するルールを定義します。次に、各アプリケーションの評価に使用するプロセスを定義
します。各アプリケーションを移行パターンのユースケースにマッピングすることで、移行ツール、
移行を完了するために必要なスキル、移行パターンの複雑さを特定できます。

必ずしもアプリケーションを 1 つのパターンに移行するわけではありません。同じアプリケーショ
ンに複数のパターンが必要な場合の詳細については、このセクションのアプリケーションマッピング
プロセスを定義する後半の「」を参照してください。

アプリケーションマッピングルール

アプリケーションマッピングルールは、アプリケーションを評価し、適切な移行パターンを特定する
のに役立ちます。各ルールは、アプリケーションの評価とパターンの一致基準に使用する必要がある
情報で構成されます。

ポートフォリオプレイブックテンプレートでは、アプリケーションの優先順位付け用のランブックテ
ンプレートに、アプリケーションマッピングルールを文書化するためのセクションが含まれていま
す。プロセスを次のように定義します。

1. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

2. 「アプリケーションマッピングルール」セクションで、アプリケーションマッピングルールを定
義します。

3. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

4. アプリケーションの優先順位付けランブックのルールを維持します。

次の表に、アプリケーションマッピングルールの例を示します。

Note

この表のパターン IDsと名前は、 のサンプルパターンに対応していますステップ 4: 移行パ
ターンを検証する。アプリケーションの優先順位付けランブックで定義したパターン IDs と
名前を使用します。

ステップ 2: アプリケーションマッピングプロセスを定義する 53
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優先度 マッピングルール

1 使用率データまたはモニタリングツールを使
用して、アプリケーションがゾンビアプリケー
ションかアイドルアプリケーションかを特定し
ます。アプリケーションがゾンビまたはアイド
ル状態のアプリケーションの場合は、パターン 
8: アプリケーションの廃止を選択し、アプリケ 
ーションスタック内のサーバーをシャットダウ
ンします。

2 このアプリケーションをクラウドに移行する
とビジネス価値が得られるかどうかを特定しま
す。オンプレミスでのみ使用され、時間や出席
アプリケーションなど、ブランチや地理的な場
所間で共有されていないアプリケーションは、
通常、クラウドに移行する必要はありません。
このアプリケーションを移行してもビジネス価
値が得られない場合は、パターン 9: オンプレ
ミスで保持を選択します。

3 アプリケーションのオペレーティングシステ
ム (OS) が AWS、 AWS 、移行サービス、ベン
ダー、またはリホスト移行ツールでサポートさ
れているかどうかを確認し、次の操作を行いま
す。

• OS がサポートされている場合は、パターン 
1: MGN または Cloud Migration Factory を使
用して Amazon EC2 にリホストするを選択
します。

• OS がサポートされていない場合は、 を使用
してパターン 3: Amazon EC2 へのリプラッ
トフォーム CloudFormationを選択します。

4 アプリケーションに Software as a Service 
(SaaS) バージョンまたは同等のものがあるか
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優先度 マッピングルール

どうかを特定し、この新しいプラットフォーム
に移行するメリットとコストを評価します。こ
れらの基準を満たしている場合は、パターン 
10: 再購入を選択し、SaaS にアップグレード
します。

5 オンプレミスの Oracle データベースを 
Amazon RDS for Oracle に移行する、オンプレ
ミスの MySQL データベースを Amazon Aurora 
MySQL 互換エディションデータベースに移
行するなど、アプリケーションのオンプレミ 
スデータベース (複数可) をクラウド内の同種 
サービスに移行できるかどうかを特定します。
これらの基準が満たされた場合は、パターン 2: 
AWS DMS と を使用して Amazon RDS にリプ
ラットフォーム AWS SCTします。

6 アプリケーションが Microsoft .NET Core 
(.NET 5 または .NET 6)、Java、PHP、または
その他のオープンソースプログラミング言語を 
使用しているかどうか、およびアプリケーショ
ンが Microsoft Windows Server でホストされ
ているかどうかを確認します。リプラットフォ 
ームのコストが正当かどうかを評価します。こ
れらの基準を満たしている場合は、パターン 7: 
Amazon EC2 で Windows から Linux へのリプ
ラットフォームを選択します。
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優先度 マッピングルール

7 アプリケーションが依存するオンプレミスの
ローカルファイルストレージと共有ファイル
ストレージを特定し、移行に含める必要がある
かどうかを判断します。ローカルファイルスト
レージと共有ファイルストレージを移行する必
要がある場合は、パターン 4: AWS DataSync 
または を使用して Amazon EFS にリプラット
フォームする AWS Transfer Familyを選択しま
す。

8 アプリケーションのサーバーが IBM AS/400 や 
Apache Spark などのメインフレームサーバー
かミッドレンジサーバーかを特定し、アプリ
ケーションがエミュレータと互換性があるこ 
とを確認します。これらの基準を満たしている
場合は、パターン 6: エミュレータを使用して
メインフレームまたはミッドレンジサーバーを 
Amazon EC2 にリプラットフォームします。

9 これがレガシーアプリケーション、モノリシッ
クアプリケーション、メインフレームベースの
アプリケーションのいずれで、その制限により 
ビジネスの需要を満たせないかを特定します。
例えば、アプリケーションがスケーリング可能
か、関連アプリケーションと統合可能か、また 
はコストが高く保守が難しいかを特定します。
アプリケーションがこれらの基準のいずれかを
満たしている場合は、パターン 11: アプリケー
ションを再設計するを選択します。

アプリケーションマッピングプロセスを定義する

アプリケーションを移行パターンにマッピングする場合、検出チームからアプリケーションの検出
データをリクエストすると便利です。このデータには通常、推奨される移行パターン (R パターンま
たは R スコアと呼ばれることもあります）、使用率情報、アプリケーションの依存関係、および評
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価で使用できるその他の情報が含まれます。このアプリケーションを詳しく調べる際に、以前に特定
した移行パターンを変更する場合があります。

データを取得したら、アプリケーションと、 で特定したビジネスおよび技術基準を比較できますス
テップ 2: ビジネスと技術の推進要因を特定する。アプリケーションの優先順位付けランブックにド
ライバーを記録しました。基準に照らしてアプリケーションを評価すると、アプリケーションの複数
の移行パターンを選択したり、コスト、スケジュール、その他の制限に基づいてパターンを排除した
りする可能性があります。

以下は、1 つのアプリケーションで複数の移行パターンを使用する必要があるビジネスドライバーの
例です。オンプレミスの SQL Server データベースを Amazon DynamoDB に移行したいが、データ
センターの契約が期限切れになるため、ビジネスは提案されたスケジュールよりも早く移行してリプ
ラットフォームしたいと考えています。このビジネスドライバーに対処するには、アプリケーション
の移行計画を 2 パターンのアプローチに修正します。まず、アプリケーションをクラウドにリホス
トして、データセンターから削除します。その後、アプリケーションがクラウド内にあると、提案さ
れたスケジュールに従ってアプリケーションを再プラットフォームできます。

また、アプリケーションが複数の階層で構成されるアプリケーションである n 階層アプリケーショ
ンであるかどうかも検討する必要があります。アプリケーション層は、アプリケーションの水平レイ
ヤーをホストする物理サーバーのグループです。N 層アプリケーションは、各層が異なる戦略を必要
とする場合があり、異なるウェーブでアプリケーション層を移行することを選択できるため、より複
雑です。たとえば、プレゼンテーション、ビジネスサービス、データベース階層で構成されるアプリ
ケーションがある場合、階層ごとに異なるパターンをマッピングできる可能性があります。

次に、アプリケーション優先順位付けランブックで定義したアプリケーションマッピングルールに対
してアプリケーションを評価します。詳細については、このセクションの前半の アプリケーション
マッピングルール を参照してください。

アプリケーションを 1 つ以上のパターンにマッピングしたら、この決定を確認してアプリケーショ
ン所有者に確認します。アプリケーション所有者は選択したパターンを確認し、移行の計画と実行に
役立ちます。現時点では、アプリケーション所有者は、経験に基づいてインサイトを提供したり、移
行で予想される問題を共有したりすることもできます。

アプリケーションを 1 つ以上の移行パターンにマッピングし、アプリケーション所有者にパターン
を確認したら、アプリケーション、パターン ID、パターン名、および関連するドライバーをアプリ
ケーションの優先順位付けランブックのアプリケーションマッピングテーブルに記録します。

ポートフォリオプレイブックテンプレートでは、アプリケーションの優先順位付け用のランブックテ
ンプレートに、アプリケーションマッピングの標準的なstep-by-stepプロセスが含まれています。プ
ロセスを次のように定義します。
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1. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

2. アプリケーションワークショッププロセスセクションで、ユースケースのニーズに合わせて標準
プロセスを変更します。

3. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

4. アプリケーションの優先順位付けランブックでプロセスを維持します。

次の表は、アプリケーションマッピングテーブルの例です。アプリケーションの優先順位付け用に用
意されている Runbook テンプレートには、アプリケーションマッピングプロセスの結果を記録でき
る空のテーブルが含まれています。

Note

この表のパターン IDsと名前は、 のサンプルパターンに対応していますステップ 4: 移行パ
ターンを検証する。アプリケーションの優先順位付けランブックで定義したパターン IDs と
名前を使用します。

アプリケーション名 パターン ID パターン名 対処されたビジネス 
および技術の推進要 
因

企業ウェブサイト 1 MGN または Cloud 
Migration Factory を
使用して Amazon 
EC2 にリホストする

• データセンターの
終了

• 運用コストの削減

HR システム 8 アプリケーションを 
廃止します。

• 運用コストの削減

時間と出席申請 9 オンプレミスで保持 
する

• 運用コストの削減

• リスクと影響の軽
減

PO システム 3 を使用した Amazon 
EC2 へのリプラット
フォーム CloudForm 
ation

• テクノロジー統合
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アプリケーション名 パターン ID パターン名 対処されたビジネス 
および技術の推進要 
因

• ストレージとコン
ピューティングの
制限

• ハードウェアとソ
フトウェアのend- 
of-life

• セキュリティとコ
ンプライアンスの
向上

CRM システム 10 SaaS の再購入とアッ
プグレード

• 運用コストの削減

• テクノロジー統合

• ハードウェアとソ
フトウェアのend- 
of-life

• 開発、イノベー
ション、成長を加
速する

固定アセットシステ 
ム

7 Amazon EC2 での 
Windows から Linux 
へのリプラットフォ 
ーム

• 運用コストの削減

ERP ファイルスト
レージ

4 AWS DataSync ま
たは を使用して 
Amazon EFS にリプ
ラットフォームする 
AWS Transfer Family

• ストレージとコン
ピューティングの
制限
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アプリケーション名 パターン ID パターン名 対処されたビジネス 
および技術の推進要 
因

台帳システム 6 エミュレータを使用 
してメインフレーム 
またはミッドレンジ 
サーバーを Amazon 
EC2 にリホストする

• データセンターの
終了

• テクノロジー統合

• セキュリティとコ
ンプライアンスの
向上

• ハードウェアとソ
フトウェアのend- 
of-life

• ストレージとコン
ピューティングの
制限

• アプリケーション
アーキテクチャの
モダナイズ
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アプリケーション名 パターン ID パターン名 対処されたビジネス 
および技術の推進要 
因

総台帳 11 アプリケーションを 
再設計する

• 運用コストの削減

• テクノロジー統合

• セキュリティとコ
ンプライアンスの
向上

• ハードウェアとソ
フトウェアのend- 
of-life

• ストレージとコン
ピューティングの
制限

• アプリケーション
アーキテクチャの
モダナイズ

• スケーラビリティ
と耐障害性

• 開発、イノベー
ション、成長を加
速する

ステップ終了基準

• アプリケーションの優先順位付けランブックに以下を文書化しました。

• アプリケーションマッピングルール

• アプリケーションマッピングプロセス

• 1 つ以上のproof-of-concept (POC) アプリケーションを使用して、マッピングルールとプロセスを
検証しました。
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ステップ 3: (オプション) アプリケーションターゲットの状態を定義する

このステップでは、アプリケーションのターゲット状態または to-be 状態をドキュメント化するため
に使用する属性とプロセスを定義します。ターゲットの状態は、移行後のアプリケーションがター
ゲットクラウド環境でどのように動作するかです。ターゲット環境は、ターゲットプラットフォー
ムまたはサービスやビジネス要件によって異なります。ターゲット環境は、 AWS クラウド または 
AWS Managed Services (AMS) です。

ターゲット状態を定義すると、プロジェクトマネージャー、移行コンサルタント、アーキテクト、ア
プリケーション所有者、ステークホルダーが効果的にコラボレーションできるようになります。この
プロセスを使用することで、チームは事前に問題を特定して解決し、ターゲット状態環境をより効率
的に実装できます。

一部のアプリケーションでは、このステップはオプションです。移行するアプリケーションがスタン
ドアロンまたは複雑さが低い場合は、このステップをスキップできます。リホストなど、アプリケー
ションを変更しない移行戦略では、このステップを必要としない場合があります。ただし、リプラッ
トフォームや再設計など、より複雑な移行戦略の場合は、移行を開始する前にターゲットの状態を定
義する必要があります。

このワークショップでは、アプリケーションの現在の状態を詳細に理解できるため、ワークショップ
の完了後にターゲット状態をドラフトすることをお勧めします。さらに、アプリケーションを移行パ
ターンにマッピングすると、追加のインサイトが得られ、ターゲット状態の定義が必要かどうかを特
定できます。例えば、MGN または Cloud Migration Factory を使用してアプリケーションをAmazon 
EC2 Rehost にマッピングすると、戦略がリホストであることが特定され、このアプリケーションの
ターゲット状態を定義する必要がない可能性があります。

ターゲット状態属性

ターゲット状態を定義し、アプリケーションに関する意思決定を行うときは、次のターゲット状態属
性を検討することをお勧めします。

• AWS Well-Architected Tool — AWS Well-Architected フレームワークに対してアプリケーション
ターゲットの状態を確認し、クラウド内のアプリケーションのセキュリティ、パフォーマンス、耐
障害性を向上させます。

• ターゲットランディングゾーン – 通常、動員フェーズの終わりまでに、パイロットアプリケー
ションを実行する準備ができている完全なランディングゾーンを構築しておく必要があります。
ランディングゾーンは、マルチアカウントアーキテクチャ、ID とアクセスの管理、ガバナンス、
データセキュリティ、ネットワーク設計、ログ記録で設定済みである必要があります。パイロット
アプリケーションを使用して、ランディングゾーンが完了したことを確認します。既存のターゲッ
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トランディングゾーンでパイロットアプリケーションを起動して実行できることを確認します。ア
プリケーションのランディングゾーンを変更する必要がある場合は、ランディングゾーンチームに
要件を通知します。たとえば、アプリケーションが別のアカウントでホストされているサービスへ
のアクセスを必要とする場合や、アプリケーションが Virtual Private Cloud (VPC) への特別なルー
ティングを必要とする場合があります。

• 依存関係 – アプリケーションが適切に機能するために依存しているアプリケーションを特定しま
す。たとえば、アプリケーションがデータベース、ストレージ、または支払いゲートウェイや外
部ウェブサービスなどのサードパーティーのサービスに依存している場合や、アプリケーションが
環境内の他のアプリケーションに依存している場合などです。これらの依存関係にアクセスするに
は、認証のためにディレクトリサービスに接続するなど、特別なルーティングまたは設定が必要に
なる場合があります。

• 依存アプリケーション – 正常に機能するためにアプリケーションに依存するアプリケーションを
特定します。移行中のダウンタイムを防ぐために、これらのアプリケーションを再設定して更新す
る必要がある場合があります。

• セキュリティとコンプライアンス – セキュリティとコンプライアンスチームとともにターゲット
環境を確認し、ギャップを特定します。アプリケーションは、複数のコンポーネント、論理レイ
ヤー、または複数の階層で構成されます。コンプライアンス要件によっては、これらのコンポーネ
ントの一部をターゲット環境に移行できない場合や、ワークロードを移行するときに追加のセキュ
リティ対策が必要になる場合があります。セキュリティとコンプライアンスに関する一般的な要件
は、データレジデンシー、転送中の暗号化、保管中の暗号化です。これには、ターゲット環境で追
加の設定が必要です。例えば、通信を保護するために証明書を設定する必要がある場合や、保管中
のデータを保護するために暗号化キーが必要な場合があります。また、一部のアプリケーション層
がオンプレミスのままで、他の層がクラウドに移行されるように、アプリケーションに複数の移行
パターンを選択する必要がある場合もあります。

• ストレージの依存関係 – アプリケーションストレージの依存関係を確認し、アプリケーションを
ターゲット環境に移行すると、これらの依存関係にどのように影響するかを判断します。たとえ
ば、アプリケーションがネットワーク接続ストレージ (NAS) やストレージエリアネットワーク 
(SAN) などのネットワークストレージに依存している場合は、Amazon Simple Storage Service 
(Amazon S3) や Amazon FSx などのストレージサービスをクラウドで計画する必要があります。
また、アプリケーションの実行を維持するために、ターゲットクラウド環境にデータを移行する方
法を計画する必要があります。

• データベース – アプリケーションが使用するデータベースの移行戦略を確認します。Amazon 
Relational Database Service (Amazon RDS)、Amazon Aurora、Amazon DynamoDB などの新しい
データベースサービスにリプラットフォームしますか? ターゲット環境でデータベースをリホスト
しますか? 場合によっては、特にモノリシックデータベースの場合、1 秒未満のレイテンシーなど
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の技術的要件に対処したり、特定のタイプのデータベースの機能を活用したりするために、 AWS 
データベースをリファクタリングする必要があります。データレジデンシーのコンプライアンス
要件と同様に、オンプレミスで保持するデータとクラウドに移行するデータを特定する必要があり
ます。たとえば、顧客情報用にオンプレミスデータベーステーブルを保持する必要があり、残りの
データベースをクラウドに移行できます。

• アプリケーションコンポーネント – アプリケーションが依存するコンポーネントを確認します。
ターゲット環境でサポートされていないコンポーネントにアプリケーションが依存しているかど
うかを判断します。ターゲット環境がすべてのアプリケーションコンポーネントをサポートしてい
ない場合は、問題を軽減するためにアプリケーションをリファクタリングする必要があります。た
とえば、コンポーネントオブジェクトモデル (COM) Interop、COM+、Windows レジストリなどの 
Windows 専用コンポーネントに依存する .NET Framework アプリケーションがある場合、Linux 
オペレーティングシステムでアプリケーションをリプラットフォームするには、アプリケーション
を .NET Core にリファクタリングする必要があります。

• アプリケーション階層 – アプリケーション内の階層の数を特定します。アプリケーションは n 
層、2 層、またはスタンドアロンですか? 各階層の移行パターンを理解していることを確認しま
す。たとえば、アプリケーションには、ユーザーインターフェイスをホストするプレゼンテーショ
ン (またはウェブ) 階層、ビジネスサービスをホストするアプリケーション階層、データベースを
ホストするデータベース階層があり、各階層には異なる移行パターンが必要になる場合がありま
す。

• ディザスタリカバリ – 目標復旧時点 (RPO) と目標復旧時間 (RTO) を含む、アプリケーションの現
在および将来のディザスタリカバリ (DR) 計画を特定します。既存のオンプレミス DR プランを使
用するか、クラウドで新しい DR 戦略を検討するかを決定します。詳細については、 クラウドホ
ワイトペーパーの「ワークロードのディザスタリカバリ」の「ディザスタリカバリオプション」と
「リカバリ目標 (RTO と RPO)」を参照してください。  AWS

ターゲット状態プロセスを定義する

アプリケーションターゲットの状態を定義するには、提供されたテンプレートであるアプリケー
ションターゲット状態ワークシート (Excel 形式) を使用することをお勧めします。このワークシート
は、ポートフォリオプレイブックテンプレートで入手できます。テンプレートには、使用または変更
できる標準属性が含まれています。アプリケーションターゲットの状態を次のように文書化するプロ
セスを定義します。

1. アプリケーションターゲットの状態ワークシートを開きます。

2. デフォルトの属性を確認し、ユースケースに変更を加えます。

3. ワークシートを保存します。
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4. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

5. ターゲットアプリケーションの状態セクションで、次の操作を行います。

a. このプロセスをいつ完了するかセクションで、ポートフォリオチームがアプリケーションの
ターゲット状態を定義する必要があるかどうかを判断できるようにする基準を確立します。

b. 必要に応じて属性セクションを更新します。

c. ユースケースに応じてプロセスセクションを更新します。

6. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。

アプリケーションターゲットの状態のサンプル

次の表は、アプリケーションターゲット状態ワークシートを使用してアプリケーションのターゲット
状態を文書化する方法の例を示しています。

アプリケーション 例

ターゲットプラットフォーム AWS クラウド

ランディングゾーン オンプレミスディレクトリサービスへのアクセ
スが必要

組織全体の複数のアカウントとサービスの管理
を一元化 AWS Control Tower する必要があり
ます

依存関係 Active Directory、支払いゲートウェイ、インベ
ントリシステム

依存アプリケーション なし

セキュリティ 保管中と転送中の暗号化

コンプライアンス PCI、SOC

ストレージの依存関係 ブートドライブのアタッチ、NAS、ネットワー
ク共有

データベース 最新: Oracle DB
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アプリケーション 例

クラウド: Amazon RDS for Oracle

アプリケーションコンポーネント .NET Framework 4.5

アプリケーション層 N 層

フロントエンド、ビジネスサービス、データ
サービスとエージェント、データベース

ディザスタリカバリ RPO: 1 分、RTO: 5 分

現在の DR 戦略はウォームスタンバイです

任意の米国リージョンの DR

ステップ終了基準

• アプリケーションターゲット状態ワークシートで、ターゲット状態プロセスに含める属性を定義し
ました。

• アプリケーションの優先順位付けランブックでは、以下を実行しました。

• ポートフォリオチームがアプリケーションのターゲット状態を定義することが予想されるタイミ
ングの基準を確立している。

• ユースケースに基づいてターゲット状態を定義するプロセスを更新しました。

ステップ 4: アプリケーションのディープダイブプロセスを完了する

次に、ポートフォリオワークストリームが、このタスクで確立したワークショップ、ルール、プロ
セスを使用して、アプリケーションについて詳しく説明します。これは、ポートフォリオワークスト
リームが移行の実装段階で参照するプロセスです。

アプリケーション優先順位付けランブックでこのプロセスを次のようにカスタマイズします。

1. アプリケーションの優先順位付けランブックを開きます。

2. ステージ 2: アプリケーションの詳細セクションで、ユースケースと環境に応じてプロセスを変更
します。

3. アプリケーションの優先順位付けランブックを保存します。
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4. レビューのために、アプリケーションの優先順位付けランブックをチームと共有します。

タスク 5: ウェーブプランニングプロセスの定義

ウェーブプランニングは、大規模な移行における重要なマイルストーンです。ウェーブプランでは、
インフラストラクチャとアプリケーションの依存関係 (共有データベースなど）、アプリケーション
の優先度、アプリケーションアーキテクチャの類似性、ビジネス機能を考慮して、同様のアプリケー
ションをグループ化します。次に、アプリケーションチームおよびインフラストラクチャチームとと
もにウェーブプランを確認し、指定された移行およびカットオーバー期間中の可用性を確認します。

さまざまな AWS お客様の実際のデプロイに基づいて、ウェーブプランニングのベストプラクティス
を以下に示します。

• 少なくとも 4～5 波の移行ウェーブを計画します。これにより、移行ワークストリームに常に十分
なサーバーを確保できます。

• フェイルファスト。いくつかの低複雑さのアプリケーションから始めて、学習内容を後の波に適用
する必要があります。

• 早期ウェーブ (ウェーブ 1～5) では、少数のサーバー (10 未満）、低複雑さのアプリケーション、
および開発環境やテスト環境などの低頻度の環境のアプリケーションを選択します。進行するにつ
れて、段階的に複雑になり、より多くのサーバーがウェーブに導入されます。

• ウェーブプランニングは継続的なプロセスであり、1 回限りのタスクではありません。すべての
ウェーブを一度に計画しないでください。

• ポートフォリオ検出ツールを使用していて、複雑なスコアリング機能がある場合は、ウェーブプラ
ンニングで使用します。複雑さが最も低いアプリケーションを最初に移行します。

このタスクは、次のステップで構成されます。

• ステップ 1: 移動グループプロセスを定義する

• ステップ 2: ウェーブプランニングの選択基準を定義する

• ステップ 3: ウェーブプランニングプロセスを完了する

ステップ 1: 移動グループプロセスを定義する

このステップでは、application-to-server依存関係を特定し、移動グループとして一緒に移動する
サーバーを決定するために使用されるルールを定義します。移動グループは、グループ内で一緒に移
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動する必要があるサーバーまたはアプリケーションのブロックです。これは移行ウェーブの構成要素
であり、各ウェーブは各移動グループのサーバー数に応じて 1 つ以上の移動グループで構成されま
す。

アプリケーションの依存関係を特定する

移動グループに相互依存するアプリケーションをグループ化する際の重要な考慮事項を次に示しま
す。

• 次のようなインフラストラクチャの依存関係を考慮します。

• アプリケーションには複数のデータベースがあり、それらのデータベースは他のアプリケーショ
ンと共有できます。

• アプリケーションは別のアプリケーションに依存している可能性があります。

• サーバーは、複数のアプリケーションのデータベースをホストする場合があります。

• 次のようなビジネスおよび運用上の依存関係を考慮します。

• ビジネスへの影響や運用スケジュール (バックアップやパッチ適用など) により、アプリケー
ションは特定の期間にのみ移行できます。

• アプリケーション所有者は 1 つの移行カットオーバーウィンドウにのみ使用できるため、所有
者のすべてのアプリケーションが同じ移動グループに存在する必要があります。

アプリケーションワークショッププロセスまたはターゲット状態を定義したときに、インフラス
トラクチャの依存関係を特定しました。自動プロセスまたは手動プロセスを使用して、インフラス
トラクチャの依存関係を特定できます。インフラストラクチャの依存関係の識別を自動化するに
は、Flexera One Cloud Migration and Modernization や TDS TransitionManager などの検出ツールを
使用できます。手動プロセスの場合は、アプリケーションチームとインフラストラクチャチームで 
CMDB 情報を検証します。

アプリケーションワークショッププロセスでビジネスと運用の依存関係を特定しました。

独自のウェーブプランニングランブックを構築するための出発点として、ポートフォリオプレイブッ
クテンプレートに含まれているウェーブプランニング (Microsoft Word 形式) に Runbook テンプレー
トを使用することをお勧めします。 samples/portfolio-playbook-templates.zip移行の依存関係を次の
ように文書化します。

1. ウェーブプランニングランブックを開きます。

2. アプリケーションの依存関係 セクションで、依存関係を記録します。タイプ (インフラストラク
チャ、ビジネス、運用）、依存関係、依存関係の簡単な説明を特定します。
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3. ウェーブプランニングランブックを保存します。

4. ウェーブプランニングランブックの依存関係を維持します。進行するにつれて、新しい依存関係
を特定できます。

次の表は、依存関係の例を示しています。

タイプ 依存関係 説明

インフラストラクチャ データベース データベースが他のアプリ
ケーションと共有されている

インフラストラクチャ ファイルストア アプリケーションは、デカッ
プリングできる中央ファイル
ストアを使用するか、関連す
るすべてのアプリケーション
を一緒に移行する必要があり
ます。

インフラストラクチャ アプリケーション アプリケーションは、抽出、
変換、ロード (ETL) ジョブな
ど、機能する他の 1 つ以上の
アプリケーションに依存しま
す。

ビジネス ビジネスの停止 アプリケーションの特定の承
認済み停止ウィンドウ

運用中 パッチウィンドウ 移行カットオーバーに影響を
与える可能性のあるパッチ適
用などのスケジュールされた
運用タスク

移動グループルールを定義する

ウェーブプランニングランブックに依存関係を記録したら、それらの依存関係に基づいて移動グルー
プルールを構築する必要があります。これらのルールは、サーバーを移動グループにグループ化する
方法を制御します。ルールを構築するには、次の手順に従います。
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1. 前のセクションで定義した依存関係を確認します。

2. アプリケーションを移動グループ内で一緒に移動する必要があるかどうかに影響する依存関係を
選択します。すべての依存関係でアプリケーションを一緒に移行する必要があるわけではありま
せん。たとえば、Microsoft Active Directory へのインフラストラクチャの依存関係は、すべてのア
プリケーションに共通する依存関係であるため、移動グループを定義するときに考慮しないでく
ださい。アプリケーションを移行する前に、クラウドにドメインコントローラーを構築する必要
があります。

3. アプリケーションを一緒に移動する必要がある依存関係を移動グループルールに変換します。

アプリケーションがいずれかのルールに一致する場合、関連付けられたすべてのサーバーを同じ移動
グループに配置して、一緒に移行する必要があります。

移行の移動グループルールを次のように文書化します。

1. ウェーブプランニングランブックを開きます。

2. グループルールの移動セクションで、移動グループルールを優先度順に記録します。

3. ウェーブプランニングランブックを保存します。

4. ウェーブプランニングランブックのルールを維持します。進行するにつれて、新しいルールを特
定できます。

次の表は、移動グループルールの例を示しています。

ルール グループルールの移動

1 共有データベースを持つアプリケーションは一
緒に移行する必要があります。

2 同じアプリケーション所有者を持つアプリケー
ションは、一緒に移行する必要があります。

3 同じパッチウィンドウを持つアプリケーション
は一緒に移行する必要があります。
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ステップ 2: ウェーブプランニングの選択基準を定義する

移動グループを確立したら、移行ウェーブを形成するために、同様の移動グループをまとめて収集す
る必要があります。このステップでは、各ウェーブに対して 1 つ以上の移動グループを選択するた
めに使用する基準を定義します。

ウェーブプランニングを成功させるには、各移動グループのサイズを理解することが不可欠です。
目標は、移行が俊敏性を維持し、サーバーの正常なパイプラインを維持するために、各ウェーブのサ
イズを調整することです。大きすぎるウェーブは移行計画の変更に適応するのが難しく、小さすぎる
ウェーブは、必要な移行速度を実現するのに十分なサーバーを提供しない可能性があります。

ウェーブのサイズを設定するときは、次の基準を考慮することをお勧めします。

• 小さな最初の波 – 初期波は 10 台未満のサーバーで小さくする必要があります。その後、各波の
サーバー数を徐々に増やすことができます。これにより、迅速に失敗し、学習した教訓に基づいて
構築できます。たとえば、20 台のサーバーでアプリケーションを移行する前に、3 台のサーバー
でアプリケーションを移行します。

• リソース – 移行チームが 1 つのウェーブで移行できるサーバーの数を特定します。標準的な対策
は、4 人のアーキテクトの移行チームが、リホストパターンのために 1 週間に最大 50 台のサー
バーを移行できることです。移動グループを組み合わせて、移行チームのキャパシティを超えない
移行ウェーブを形成します。

• 俊敏性 – ウェーブは移行計画の変更に適応する必要があります。サーバーを再スケジュールする
必要がある場合は、影響を受けるサーバーの移動グループ全体を再スケジュールできます。

• ストレージサイズ – 小さいアプリケーションを最初に移行します。たとえば、2 TB のアプリケー
ションの前に 100 GB のアプリケーションを移行します。

• アプリケーション環境 – 開発環境やテスト環境などの下位環境のアプリケーションを、本番環境
のアプリケーションに移行する前に移行します。

• アプリケーションの複雑さ – 外部依存関係が少なく、複雑さの少ないアプリケーションを最初に
移行します。

• アプリケーションの重要度 – ミッションクリティカルなアプリケーションの前に、重要でないア
プリケーションを移行します。

• ユーザーベース – ユーザーベースが小さいアプリケーションを最初に移行します。たとえ
ば、10,000 人のユーザーを持つアプリケーションの前に、10 人のユーザーを持つアプリケーショ
ンを移行します。
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• ネットワーク帯域幅 – ウェーブのサイズはネットワーク帯域幅を超えることはできません。詳細
については、AWS 「大規模な移行のための Foundation プレイブック」の指示に従って定義した
移行原則を参照してください。

ウェーブプランニングの選択基準を次のように文書化します。

1. ウェーブプランニングランブックを開きます。

2. 「Wave planning selection criteria」セクションで、移行に使用する基準を記録します。

3. ウェーブプランニングランブックを保存します。

4. ウェーブプランニングランブックの基準を維持します。進行するにつれて、条件を調整するか、
新しい条件を追加する必要がある場合があります。

次の表は、ウェーブプランニング選択基準の例を示しています。

条件 説明

最も複雑でないアプリケーションを特定する 移動グループの複雑さスコアが高いアプリケー
ションを特定します。

まず環境を低くする 開発環境やテスト環境など、下位環境内の重要
でないアプリケーションは、最初に移行する必
要があります。収益を生み出すアプリケーショ 
ンなど、本番環境内の重要なアプリケーション
は、最後に移行する必要があります。

フェイルファスト 10 台未満のサーバーで初期ウェーブを形成し
ます。

移行チームの強み 各移行チームがカットオーバーできるサーバー
の数を特定します。

同様の移動グループを組み合わせる 共通性に基づいて移動グループを結合します。
たとえば、移動グループは、同じアプリケー
ション所有者、ソースデータセンター、または
ターゲット AWS アカウントを共有する場合が
あります。
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条件 説明

波のサイズ ウェーブの合計は 50 サーバーを超えることは
できません。

ステップ終了基準

• ユースケースのウェーブプランニング基準を特定し、ウェーブプランニングランブックに文書化し
ました。

ステップ 3: ウェーブプランニングプロセスを完了する

移動グループの作成方法を定義し、移動グループを移行ウェーブに結合するために使用する基準を確
立したので、ウェーブを計画するプロセスを定義する必要があります。このステップでは、ウェーブ
プランニングランブックを更新してウェーブプランニングプロセス全体を記録し、チームがウェーブ
情報の記録に使用できるダッシュボードツールがあることを確認します。

このステップでは、提供された Dashboard テンプレートをウェーブプランニングと移行に使用す
ることをお勧めします。このテンプレートは、ポートフォリオプレイブックテンプレートで入手でき
ます。このテンプレートは、ポートフォリオチームを支援するように設計されており、データを照合
するための出発点として機能し、アプリケーションポートフォリオの分析、application-to-server依
存関係の特定、最終的には移行ウェーブの計画に役立ちます。このテンプレートは、環境に応じて変
更できます。

ウェーブプランニングプロセスを次のように文書化します。

1. ウェーブプランニングと移行用に Dashboard テンプレートを開きます。

2. ユースケースに応じてダッシュボードを変更します。たとえば、サーバーインベントリを抽
出するためのワークシートを追加したり、新しいピボットテーブルやグラフを追加したり、
VLOOKUP関数を使用してソース情報をインポートしたりできます。

3. ダッシュボードテンプレートを保存します。

4. ウェーブプランニングランブックを開きます。

5. ステージ 2: ウェーブプランニングを実行するセクションで、ユースケースのニーズに合わせて提
供される標準プロセスを変更します。

6. ウェーブプランニングランブックを保存します。

7. ウェーブプランニングランブックをチームと共有してレビューします。

ステップ 3: ウェーブプランニングプロセスを完了する 73
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8. ウェーブプランニングランブックでプロセスを維持します。このプロセスは、大規模な移行の
ウェーブを計画するための標準的な運用手順として機能します。

タスク終了条件

• ウェーブプランニングランブックに以下を文書化しました。

• アプリケーション依存関係

• 優先度順にリストされたアプリケーション移動グループルール

• ウェーブプランニングの選択基準

• ウェーブプランニングプロセス

タスク終了条件 74
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ステージ 2: 大規模な移行の実装

大規模な移行を初期化するステージ 1 では、ポートフォリオ評価とウェーブプランニングのプロセ
スを定義し、ランブックに文書化しました。大規模な移行を実装するステージ 2 では、これらのプ
ロセスを完了し、移行が完了するまでスプリントごとにこのプロセスを繰り返します。

ポートフォリオチームは、ステージ 2 で次のポートフォリオ評価とウェーブプランニングタスクを
完了します。

• タスク 1: アプリケーションの優先順位付け

• タスク 2: アプリケーションの詳細な分析を実行する

• タスク 3: ウェーブプランニングとメタデータ収集の実行

Note

ポートフォリオの評価とウェーブプランニングは 1 回限りのタスクではありません。これ
は、移行をサポートする継続的なタスクです。移行が完了するまで、このステージのすべて
のタスクを何度も繰り返します。

ポートフォリオの評価とウェーブ計画プロセスには、通常、ウェーブごとに 1～2 週間かかります。
ポートフォリオワークストリームは通常、移行ワークストリームのサーバーの正常なパイプラインを
維持するために、4～5 ウェーブを事前に計画します。ポートフォリオワークストリームは、初期化
ステージ (ステージ 1) の最後にウェーブの計画を開始し、実装ステージ (ステージ 2) は、移行ワー
クストリームがアプリケーションの第 1 ウェーブの移行を開始したときに開始されます。ウェーブ
スケジュールの例については、「大規模移行ガイド」の「ステージ 2: 大規模移行の実装 AWS 」を
参照してください。

進行状況の追跡

移行のためのウェーブの準備を始める際には、ポートフォリオ評価プロセスを通じて各アプリケー
ションのステータスを追跡することをお勧めします。ポートフォリオプレイブックテンプレートで
は、ポートフォリオ評価に進行状況追跡テンプレートを使用できます (Microsoft Excel 形式）。この
テンプレートを使用すると、各アプリケーションについて、複雑さスコア、ターゲットウェーブ、ア
プリケーション所有者、主要タスクのターゲット完了日 (アプリケーションの優先順位付け、詳細分
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析、ウェーブ計画、データ収集）、移行のためのアプリケーションの全体的な準備状況を追跡できま
す。このプレイブックのガイダンスには、進行状況追跡シートを更新するタイミングに関する手順が
含まれています。

タスク 1: アプリケーションの優先順位付け

このタスクでは、ポートフォリオ内の移行されていないアプリケーションのリストを確認し、残りの
アプリケーションのサブセットにアプリケーションの複雑さスコアと優先度を割り当てます。移行プ
ロジェクト全体でこのプロセスを何度も繰り返します。

このタスクを完了するには、次の情報が必要です。

Input ソース

移行するポートフォリオ内のアプリケーション
の完全なリスト

検出ツールまたは設定管理データベース 
(CMDB)

ターゲット移行戦略とパターンの概要 アプリケーションの優先順位付けランブック
の移行戦略と移行パターン

ウェーブに含める予定のアプリケーションの数 ウェーブプランニングランブックのウェーブプ
ランニング選択基準

「ステージ 2: アプリケーションの優先順位付け」セクションの「アプリケーションの優先順位付け
ランブック」の指示に従ってください。このプロセスは、このプレイブックの「」で定義しましたス
テップ 3: アプリケーションの優先順位付けプロセスを完了する。

このタスクの最後に、以下を完了しました。

Output 説明

優先アプリケーションのリスト ウェーブに含める予定のアプリケーションの数
の 2～3 倍を優先し、これらのアプリケーショ
ンを進行状況トラッカーに入力しました。

タスク 1: アプリケーションの優先順位付け 76
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タスク 2: アプリケーションの詳細な分析を実行する
このタスクでは、前のタスクで優先順位付けした各アプリケーションについて詳しく説明します。
これには、通常、アプリケーション所有者へのアンケートの送信、アプリケーションの依存関係の分
析、アプリケーションワークショップのスケジュールが含まれます。

このタスクを完了するには、次の情報が必要です。

Input ソース

優先アプリケーションのリスト 実装ステージの前半、 に作成 タスク 1: アプリ
ケーションの優先順位付け

ターゲット移行戦略とパターンの概要 アプリケーションの優先順位付けランブック
の移行戦略と移行パターン

「ステージ 2: アプリケーションの詳細分析を実行する」セクションの「アプリケーションの優先順
位付けランブック」の指示に従います。このプロセスは、このプレイブックの「」で定義しましたス
テップ 4: アプリケーションのディープダイブプロセスを完了する。

このタスクの最後に、以下を完了しました。

Output 説明

移行パターンマッピング 各アプリケーションを移行パターンにマッピン
グしました。

アプリケーションターゲットの状態 (該当する
場合）

アプリケーションに該当する場合は、クラウド
内のアプリケーションの将来の状態を定義して
います。

タスク 3: ウェーブプランニングとメタデータ収集の実行
これは、ポートフォリオ評価とウェーブプランニングの最終タスクです。このタスクでは、アプ
リケーション情報とターゲット移行パターンを使用して、移動グループを構築し、移動グループを
ウェーブに割り当て、移行のサポートに必要なすべてのメタデータを収集します。最後に、ウェーブ
の準備ができたことを移行ワークストリームに通知します。

タスク 2: アプリケーションの詳細な分析を実行する 77
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このタスクを完了するには、次の情報が必要です。

Input ソース

優先順位付けされたアプリケーションのリスト 実装ステージの前半、 で作成 タスク 1: アプリ
ケーションの優先順位付け

移行パターンマッピング 実装ステージの前半、 で作成 タスク 2: アプリ
ケーションの詳細な分析を実行する

アプリケーションターゲットの状態 (該当する
場合)

でも作成 タスク 2: アプリケーションの詳細な
分析を実行する

以下の操作を実行します。

1. 「ステージ 2: ウェーブプランニングの実行」セクションの「ウェーブプランニングランブック」
の指示に従ってください。このプロセスは、このプレイブックの「」で定義しましたステップ 3: 
ウェーブプランニングプロセスを完了する。

2. 「ステージ 2: メタデータを収集する」セクションのメタデータ管理ランブックの指示に従いま
す。このプロセスは、このプレイブックの「」で定義しましたステップ 3: メタデータ要件と収集
プロセスをランブックに記録する。

3. ウェーブプランが完了し、メタデータの準備が整ったことを移行ワークストリームに通知しま
す。このコミュニケーションは、AWS 大規模な移行のプロジェクトガバナンスプレイブックで定
義したガバナンスに従う必要があります。

このタスクの最後に、以下を完了しました。

Output 説明

ウェーブプラン ウェーブを計画し、そのウェーブ内のサー
バー、アプリケーション、データベースを特定
し、開始日とカットオーバー日時を定義しまし
た。

タスク 3: ウェーブプランニングとメタデータ収集の実行 78
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Output 説明

ソースインフラストラクチャメタデータ サーバー名やオペレーティングシステムなどの
ソースインフラストラクチャメタデータを収集
しました。

ターゲットインフラストラクチャメタデータ ターゲットサブネット、セキュリティグルー
プ、 AWS アカウントなどのターゲットインフ
ラストラクチャメタデータを収集しました。

通知が完了しました ウェーブプランとメタデータの準備ができたこ
とを移行ワークストリームに通知しました。

ポートフォリオチームは、移行プロジェクトが完了するまで、スプリントごとにこのステージの 3 
つのタスクをすべて繰り返します。

タスク 3: ウェーブプランニングとメタデータ収集の実行 79
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リソース

AWS 大規模な移行

大規模な移行に関する AWS 完全な 規範ガイダンスシリーズにアクセスするには、「 への大規模な
移行 AWS クラウド」を参照してください。

その他のリファレンス

ツールとサービス

• AWS クラウド移行ファクトリーソリューション

• での無料のクラウド移行サービス AWS

• AWS Database Migration Service

• で移行する AWS

• Flexera One Cloud Migration and Modernization (Flexera ウェブサイト）

• TDS TransitionManager (TDS ウェブサイト）

AWS 規範ガイダンス

• クラウド移行ファクトリーによる大規模なサーバー移行の自動化

• への移行中に廃止されるアプリケーションを評価するためのベストプラクティス AWS クラウド

• 移行の準備状況の評価

• 自動ポートフォリオ検出の使用を開始する

• Mobilize your organization to accelerate large-scale migrations

• リレーショナルデータベースの移行戦略

• AWS クラウド 移行のためのアプリケーションポートフォリオ評価ガイド

動画

• への大規模な移行の実行 AWS (AWS re:Invent 2020)

• CloudEndure Migration Factory のベストプラクティス (AWS re:Invent 2020)
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ドキュメント履歴
以下の表は、本ガイドの重要な変更点について説明したものです。今後の更新に関する通知を受け取
る場合は、RSS フィード をサブスクライブできます。

変更 説明 日付

VMware Cloud on を削除 
AWS

VMware Cloud on への参照を
削除 AWS し、一般的な移行
戦略とパターンのリストを更
新しました。

2024 年 7 月 5 日

AWS ソリューションの名前を
更新しました

参照される AWS ソリュー
ションの名前を CloudEndure 
Migration Factory から Cloud 
Migration Factory に更新しま
した。

2022 年 5 月 2 日

初版発行 — 2022 年 2 月 28 日
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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